
前説
それではこれよりおすすめ同人紹介による 同人ゲーム・オブ・ザ・イヤー2020　
授賞作発表を開催いたします。
おすすめ同人紹介のみなみと申します。よろしくお願いいたします。
まず本日のスケジュールをご説明いたします。
クリック
このあとすぐ、ノミネート作品の紹介を行います。
16:30頃から授賞作発表、
17：00頃からはノミネートサークル様から一言をいただき、終了は17:30頃を予定しております
どうか最後まで、お付き合いいただければ幸いです。
クリック
　なお、昨年までと同様、ロゴ・バナーは不機嫌亭デザインズさんに作成いただき、ＢＧＭはTeamLinkさんのアドベンチャーゲーム[veil]の音楽を使用させていただいております。
クリック
さて、これを聞いてくださっている方の多くは既にご存知かとは思いますが、同人ゲーム・オブ・ザ・イヤーとはなんだ、というところから説明させていただきます。
同人ゲーム・オブ・ザ・イヤーは2006年より多少形を変えながらも続いている企画で、その年度、4月から次の年の3月までに発表された同人ゲームの中で、各部門に当てはまる作品やキャラクターを候補としてノミネートし、最終的に部門ごとに一つ、受賞作を決めるというものです。
なお、選考は全ておすすめ同人紹介のみなみ一人で行っております。
クリック
　部門についてはご覧のとおりとなっております。
クリック
基本的に一ルート以上完結か、一話完結形式の作品が各部門の対象です。
クリック
　作品部門はノミネート作品全てが対象となっております。
クリック
また、よろしければノミネートサークル様は17:00からの
「ノミネートサークル様から一言」までにコメントをいただければ幸いです。
コメントの方法は「会場で直接」
「Discordのボイスチャット・テキストチャット（サーバーは別途ご案内いたします）」
「web拍手」
「twitterでリプライ・ＤＭ」の何れかでお願いいたします。

それではまずノミネート作品の紹介です.
紹介順は、大体最初の方が年齢制限あり、次は全年齢、
それから乙女、女性向け、BL、という順番になっております。

クリック
ノミネート作品紹介
楽、爆笑、独創、特殊効果部門、相討ちネガティブギャングさんの
「僕たちはいけない遊びを覚えてゆく
～風雲相討学園（ふううんあいうちがくえん）フラット２（ツー） 完全版～」です。
この作品は１８禁でダウンロードショップで入手可能、体験版もあります。
なお、同じ学園を舞台にした「風雲相討学園（ふううんあいうちがくえん）フラット」は全年齢フリーソフトです。
五味山さん
風雲市にある相討学園に入学することになった主人公、首薬 発太（シュヤク ハッタ）。
……すごい名前ですね
だが入学式直前、家が燃えてしまう。
従姉妹（イトコ）でクラスメイトになった杜若あげは（かきつばたあげは）の家から
サブキャラ紹介
学園に通うことになった発太（ハッタ）
だが初登校の日、クラスメイトの五味山薫（ごみやまかおる）の一撃を脳天に喰らい、保健室行きとなる。
そして翌日、担任と副担任が、クラスメイトの五味山薫（ごみやまかおる）のタックルがきっかけで倒れ、
付き添いで病院へ行くことになる。
たたみかけモード
はたして発太（ハッタ）は授業を受けることができるのだろうか……？
と序盤からカッ飛んでいて主人公が可哀想ながらも笑えます。
このあらすじだと五味山（ごみやま）さん、なんてデンジャラスなんだ……としか思えませんが、
めっちゃ可愛いんですよー
五味山（ごみやま）さんシナリオも達成感を味わえて一押しです。
クリック
「風雲相討学園（ふううんあいうちがくえん）フラット」シリーズの特徴と言えるのが、
なんといっても「たたみかけモード」と「好感度の可視化（かしか）」
このように「たたみかけモード」に入るとセーブロードができなくなります。
そして次から次へと選択肢が表示され、好感度が頻繁に上下します。
セーブできないが故の緊張感があり、
途中までうまくいっていたのにたった一言を間違えて好感度急落や、
上手くたたみかけての好感度急上昇に一喜一憂させられました。
久々の選択肢
また、選んだ言葉でどう思ったかが好感度として如実（にょじつ）に現れることでヒロインの微妙な心境を知ることができ
例えばちょっと優しい言葉をかけただけで何十も上がればチョロインですし、
どんな選択をしても好感度が動かなければ、いま「心ここにあらず」なんだな、ということがわかります。

ご覧の通り奇麗な絵柄に豊富な立ち絵、一枚絵も魅力的ですし、
Hシーンもめちゃくちゃ濃厚接触していてエロエロです。
！
特に「お口」にこだわりを感じられました。
五味山（ごみやま）さんやイトコのあげは以外に
双子の姉妹、久我原(くがはら)いずな　と　ゆきの、
小柄できつい性格の溝川 胡蝶(どぶがわこちょう)
恰幅（かっぷく）の良い照島 麗亜(てるしまれいあ)
そしてあげはの母親であるため法律的には結婚できない「いろは」
とルートのあるヒロインは七人もいて、
彼女たちだけでなく、サブキャラを含めどいつもこいつも個性的で、
相討学園での日々は楽しくて笑えましたし、
だからこそ個別ルートでは感情移入して一喜一憂できました。

はい、最初１５だった好感度がたたみかけモードで５１になりました。
こうやってヒロインと真っ向勝負ができる作品です。
クリック





























主演女優、楽、ムービー・動画、歌曲、ＢＧＭ部門
クリック
Loser/s（ルーザー　ハイフン　エス）さんの
MECHANICA（メカニカ）――うさぎと水星（すいせい）のバラッド――と、ヒロインのメカニカです。
この作品は18禁でダウンロードショップで入手可能、体験版もあります。
西暦5029年。水星。
歌始まる
半端物が集う「ギロチンシティ」で、同じく半端物の主人公は「魔法の音楽家」として日銭を稼いでいた。
ラブグッド
ある日彼は、くじ引きで超高性能うさ耳メイドロボ、メカニカを当てる。
魔法の音楽にはエッチなパワーが必要なんだ、と言われたメカニカは主人公からセクハラされる覚悟を決める。
しかし三日後（みっかご）、宇宙は崩壊する。
四人右往左往メカニカ
一日目に戻った主人公とメカニカは、ただ二人覚えているループの記憶を使って、
宇宙崩壊の犯人を突き止めようとしていくのだった。

……えー、途中一行だけシリアスな中におかしなあらすじがあったかもしれませんがそれはおいておきまして、
おっぱい
主人公とメカニカが、三日間をループしながら、人々の悩みに寄り添った魔法の音楽を奏でたり、
宇宙崩壊の犯人に繋がる情報などを集めたりしていくサイバーパンクRPG。
歌終わる
ご覧いただいている通りムービーはスタイリッシュかつ可愛く、
主人公が魔法の音楽家、なこともあり、作中でも数多くの歌やBGMが使用されていて、
それがストーリーに組み込まれていましたし、どれも素晴らしい曲でした。
クリック
主演女優部門、うさみみメイドロボのメカニカです。
主人公は嫌がる女の子を見ると興奮する性癖（せいへき）を持っていて、
ワタクシもその性癖（せいへき）には全力で同意するところではありますが、
クリック
哀（あわ）れメカニカは様々なセクハラを受けることになります。
メカニカの反応は好感度で変化し、最初は嫌がっていたことが、最後にはまんざらでもなくなってきます。
「……いいじゃないっすか。エロゲーくらいそんな夢を見たって。」
健気にセクハラを受けるメカニカがエロくて可愛かったですし、
クリック
何度もループしていく中で、掛け替えのない存在になっていきました。
掛け替えのない存在になったのは、舞台となるギロチンシティと、そこに暮らす人々もです、
胸を張れるような立派な人物でなくても生きていていいよ、と許してくれるような居心地の良さがあり、
クリック
終盤の展開はとても面白かったのですが、
同時に、このゲームを終わらせたくない、とも思うまでになりました。
クリック
主演女優、
クリック
[bookmark: _Hlk74366046]歌曲部門、rainhills（レインヒルズ）さんのハグとも! 隣の優しいギャル娘（こ）は初めての・・・と
ヒロインの野々原（ののはら）うたい、OPの歌「夢ならさめないで」です。
この作品は１８禁でダウンロードショップで入手可能、体験版もあります。

絵を描いている途中に話しかけられると相手に怒鳴り返してしまう宮沢（みやざわ）コウは、
そのせいで他の人から距離を置かれていた。
しかし、隣の席の野々原（ののはら）うたい、だけは、絵を描き終わるまで待って、話しかけてくれた。
色々と話をするようになってからしばらくが経ち、宮沢（みやざわ）は野々原（ののはら）に告白する……が、
彼氏は作らないと言われてしまう。
目の前が真っ暗になる宮沢だったが、続けて、
その代わりに、ハグをする友達、「ハグとも」ならいいよ、と言われ、
人目に付かない所でハグをする関係となる。
でもやっぱり、ハグだけというのは生殺しで……。

いやあ、主人公が羨ましすぎます。
私もこんな娘（こ）とこんな関係になりたかった……とは思うものの、
現実に出会ったら逃げてしまうと断言できます。ヘタレなので。

このハグとも！では最初はハグだけしか、しないのですが、
野々原（ののはら）の体の柔らかさ、温かさが読んでいて脳裏に浮かぶような描写がなされていて心地よく、
しかし主人公同様生殺し状態でした。
最後に2020/9/12DL開始の文章出る
ちなみにハグ以外のエッチなシーンは、後半及びアフターストーリーでたっぷり読めます。

主演女優部門、野々原（ののはら）うたい、はもう本当にいい娘でですね、
クリック
そんな彼女がなぜ「ハグとも」なんていう提案をしたのか？
それが後半の一つのカギになるのですが、
ともあれ、優しくて、気が利いて、可愛くて、献身的で。ほんっとうにいい娘でした。
クリック
主題歌「夢ならさめないで」は、
好きな人を見るだけで、近くにいるだけで、
話をするだけで、触れ合うだけで幸せ。
願わくば少しでも長く、このままで、というもう甘酸っぱすぎる歌詞、
そしてその気持ちが込められた歌声、優しい音楽、これこそ青春です。
これが作中の大事な場面で流れるんです。…………反則過ぎました。
クリック


闇、ロジック、ＢＧＭ、特殊効果部門、Summertime（サマータイム）さんの
Children of Belgrade Metro（チルドレン　オブ　ベオグラードメトロ）「ベオグラードメトロの子供たち」です。
この作品はブース通販や、ダウンロードショップなどで入手可能。
１５歳以上推奨ですが、１８禁パッチもあります。
クリック
旧ユーゴスラビア、現セルビアの首都、ベオグラードの地下には、
開発中止になった地下鉄用の空間があり、いつしかそこは超能力者のたまり場となっていた。
向かって左側、超能力を使うことができないシズキ・ペトロヴィッチは、
右側の能力者、デジャン・アレクシッチとつるみ、そこに入り浸っていたが、
クリック
大企業の令嬢で男を見下しているマリヤ・オブレノヴィチに興味を持ち、女装して彼女に近づくのだった。
いやなんでシズキが女装するんですかね。とこの台本を書いていて頭をよぎったんですが、
クリック
この通り似合っているのでヨシ！　と思い直しました。
選択肢によって、女装時に着る服が変化する場面もあります。
クリック
なんと素晴らしいことでしょうか。
サイキックバトル＆サイコサスペンスノベルゲーム
とのことで、社会主義の名残を残すベオグラードを舞台に、
超能力を使うことができないシズキが超能力者たちと関わっていきます。
音楽始まる
BGMはちょっと気だるげな曲や、不穏な曲、焦燥感をあおる曲など、
世界観に合っていて、より「ベオグラードメトロの子供たち」の中に没入することができました。
また、登場人物のアニメーションやゆらめく炎といった演出も豊富で、
レトロな画面デザインと合わせて、プレイしていてハッと目を引くような作りとなっております。
このあたりから実際に作中で使用されているゲーム画面です。

さらに背景の一部は実際に制作者さんがセルビアで撮影したもの、とのことです。
物語も、超能力を使うことができないシズキが敵の能力や発動条件を見破って、対策を考えて、切り抜けていて、
読みごたえと達成感たっぷりでしたし、
同時に、何物にもなれないと感じているシズキや、超能力を使えても不幸になってしまう能力者たち、
販売予定、でクリック
そしてベオグラードという都市そのものも含めた閉そく感に満ちていて、陰鬱な気分にさせられました。
クリック
実はこの「ベオグラードメトロの子供たち」は「執筆者の過去をもとに書かれた映画脚本」ということになっていて、
クリックするとネデルカ
どこまでが本当に起こったことなのか、フェイクがあるとしたらどこで、どのような意図で改変されたのか、
といったことを否(いや)が応(おう)でも考えさせられましたし、
クリックするとサンドイッチ
そうして頭を悩ませるのが面白い、と思える作品でした。
クリック
心、美術部門
NUMBER7（ナンバーセブン）さんの「愛（いと）しのフランケンシュタイン」です。
この作品は15歳以上推奨フリーソフトです。
見知らぬ屋敷で目を覚ましたアダムは、
自分が錬金術と科学の力で作られた存在だと告げられる。
アダムが自室に戻ると、ゴーストなる存在が現れ、
バラバラになって街に散った
アダムの心を探そうと言ってきた。
コポコポコポ
そうしてアダムは、屋敷や街の人々と関わっていくのだった。
それぞれのマップで気になるところをクリックし、
探し物をしたり会話したりして
アダムの「心のかけら」を集めていきます。
手に入れた心のかけらは「共感」もしくは「理性」に振り分けることができ
それぞれの量を満たしていないと選ぶことができない選択肢もあったりします。
ペイジ
一回最後まで進めただけでは見ることができないエピソードやエンディングもありますが、
チャプター選択でクリア済みのチャプターに戻り、
もう一度心のかけらを入手することで振り分ける量を変更することもできます。
ビジュアルはご覧の通り目を引くもので、先ほどのようにガイコツがしれっといるだけでなく、
不気味だったり恐ろしかったりする場面もありますが、
それ以上に屋敷のいろいろな部屋を探索したり、
月明かりの下、街を歩き回ったりという冒険心をくすぐる体験を、よりワクワクするものとしていました。
アダムを作ったミゲルをはじめとした屋敷や、街の人々。
メインストーリー以外のサブミッションをクリアする過程で、彼らのことを知っていくこともできます。
目的地、エンディングまでメインストーリーをまっすぐ進むことも良いですが……夜は長いです。
寄り道して、そうしたエピソードを読んでいくことが、気ままな夜の散歩といった感じで心地よかったですし、
2月頒布予定→クレジット→クリック
だんだん心を取り戻していくアダムや、
クリック
様々な境遇を持った人々の気持ちを大切に思うことができました。
クリックでタイトル画面
ちょっと怖くて、悲しくて、でも優しい夜を過ごせる作品でした。
クリック







闇部門、羊おじさん倶楽部さんの魔女魔少魔法魔（まじょましょうまほうま）です
この作品は15歳以上推奨でダウンロードショップで入手可能、体験版もあります。
両親が麻薬の密輸で逮捕され、あまり居心地の良くない学校生活を送っていた佐鳥（さとり）。
放課後、不良たちにトイレで絡まれていると、
クリック
小便器から女の子が生えてきた。……控えめに言って「世（よ）も末（すえ）ですね」
クリック
魔法少女の「のろいちゃん」と名乗る彼女の魔法により、
クリック
不良たちはちょっと人じゃなくなってしまう。
それはさておき、
クリック
当たり前のようにクラスメイトになっていた「のろいちゃん」は魔法相談部を設立し、
当たり前のように入部させられた佐鳥（さとり）は相談者の願いを聞き、
手段と結末は問わずに、とにかく解決させていくのだった。
という、「魔法少女デス・コメディ」
のろいちゃんの魔法は、基本的に一人では使えません。
佐鳥が何を起こすか想像して、のろいちゃんが願うことで発動します。
言い換えますと、のろいちゃんが目的地を決めて、
佐鳥がどうやってそこまで行くかを決めるようなものです。
どんなことをしても目的地に着けば大成功！でしょうか？
もちろん、そんなわけはありません。
自覚していようといまいと、誰かを不幸にしてたどり着くことだってあります。というか、ほぼそうなります。
佐鳥はなかなかエキセントリックな言動をするのでなおさらです。
そんな歪んだ願いの成就（じょうじゅ）はクセになる後味の悪さでしたし、
クリック
ままならない社会を皮肉ったり、のろいちゃんが佐鳥を振り回したり、
クリック
逆に佐鳥がのろいちゃんもドン引きな発想をしたり、が可笑（おか）しかったです。
クリック
あと「のろいちゃん」が可愛いんですよー
羊おじさん倶楽部さんの過去作をプレイしていれば、この蝶の髪飾りに嫌な予感しかしません。
クリック
このポーズもクセになります。
ビジュアルや軽妙なやり取りで入り込みやすく、
クリック
しかし気が付くと闇にとらわれてしまう作品でした。
クリック



独創部門、sekoさんの「人形遊び」です。
この作品は１５歳以上推奨フリーソフトです。
クリック
人形の店malum（マールム）に迷い込んだ「あなた」
キリンの骨を付けた店主から、人形を手に取って、遊んでごらんと言われる。
六体の人形のうち、「あなた」が手に取ったのは……
……ちょっと六体以上いて、それ以前に人形かどうか怪しいやつもいますが。
六体の人形それぞれのストーリーがあり、相互に関連することもあるオムニバス。
左上、
クリック
こけしのシケ子編は学園恋愛あり、
クリック
RPG風戦闘あり、他にも色々なギミック満載のにぎやかな内容でしたが、怖い展開もあります。
クリック
ビスクドールのアワーリティア編は、
アワーリティアに好かれますがとても束縛が強く、機嫌を損ねるとだいたい酷い目に遭います。
彼女とその姉妹は他の話でも重要な役割を務めていたりするので存在感がありました。
クリック
人体模型の人体くん編は過去作「とある総合病院にて」の病院が舞台で、
廃病院をクリックして情報を集めたり、隠し通路を見つけたりしていきます。
病院で感じるある種の怖さが最初から最後まで漂っていました。
クリック
藁人形のエド編は藁人形らしく釘を打つかどうかで分岐します。
釘を打っちゃった時の結末は作中屈指の気味悪さでした。
クリック
雪だるま編……もはや人形の「に」の字も入ってないですが、
そんな出オチとは裏腹、雪だるまに真摯に向き合えば切ないラブストーリーを読むことができました。
クリック
そして私の一押しは市松人形のいちこ編。
見た目血のようなものが出てますが、これはいちこの好物、ミートスパのソースです。
いちこ編は「あなた」を元の世界に戻すため、いちこと共に巨大マンションを探索します。
様々なマンションの住人と会っていくボリュームたっぷりの話で、
その中には「誤り」という漢字を書く
クリック
「誤郎（ごろう）さん」なんていうどこかで見たような住人もいます。
っていうかこの絵、似過ぎだと……思いませんか？
そんなパロディもありながらメインストーリーは友情たっぷりで、心を打つものがありました。
クリック
バリエーション豊かな六つの話が詰め込まれていてごった煮のような内容で、
それがまた味わい深い作品でした。
クリック
脚本、闇、短編部門、染居 衣奈（そむい えな)さんの「隠さなきゃ」です。
この作品は15歳以上推奨フリーソフトです。

小学生の鈴元理恵（すずもと　りえ）は、テストでクラス一位だった。
でも、点数は96点。このままでは、母親に怒られてしまう。嫌だ……。
クリック
隠さなきゃ。
………。
クリック
主人公が、母親に知られたくないことを隠していきます。
クリック
多くの場合、隠しきれず……ハッピーエンドに終わります。
クリック
しかしいくつかのハッピーエンドルートを読むと次の章、数年後に進む選択肢が追加されます。
隠せなかったらバッドエンドじゃないの？　と思われるかもしれませんが、
クリック
すがすがしかったり、温（あたた）かかったりする結末で、間違いなくハッピーエンドなんです。
クリック
むしろ隠せてしまって、成長しても何かあったら「隠さなきゃ」と思って実行してしまう方が問題です。
クリック
子供のころは、隠す内容も他愛（たあい）ないことですし、隠し方も最大八通りと可能性に満ちています。
クリック
ですが、二十歳（ハタチ）になるとその半分になりますし、隠す内容も洒落（シャレ）では済まなくなります。
隠せないとハッピーエンド……にならないことも出てきます。
読み進むにつれ、狭苦（せまくる）しく、息苦（いきぐる）しくなっていく閉塞感を味わえました。
クリック
その上、章の表示が１、２，３……ではなく、４から始まって３、２と段々減っていきます。
これが１になって、さらにその先に何が起こるのか。
嫌な予感しかしませんでした。
……そして、それは現実のものとなります。
クリック
…………しかし96点で怒る母親ってちょっと酷（ひど）すぎるように思えます……が、
小さい頃って、ちょっと注意されたことを過剰に気にしたり
どうでもいいようなことを、怒られるのではないかと思いつめたりすることってなかったでしょうか？
いやまあ今もなんですが。
あくまで主人公の視点なので、そこは割り引く必要があると思います。

段々と狭（せば）まっていく話のつくりや選択肢の数、章の数字。
そして「隠せてしまった」ことでたどり着いてしまう結末。とても巧みな作品でした。
クリック

主演女優、心、美術部門
丹綿樫[あかし-わたがし]さんのフィルム・ラプンツェルと天音（あまね）です。
この作品は15歳以上推奨フリーソフトです。
クリック
後ろ向きで、人と「普通」に接することが煩わしくて、生きにくさを常に感じている大学生、祭里（ま↑つり）は、
家族とも同級生とも上手くいっておらず、
クリック
大学の後輩で、同じバイトをしていて、何かと話しかけてくる、小絢（こあや）とだけ親しくしていた。
……まあこの時点で、ふざけんじゃねえこの主人公、って感じなんですが、それはさておき。
クリック
山の中にある廃工場で真っ白な少女、「天音（あまね）」と、
その兄で真っ黒な男、「伊織（いおり）」が抱き合っている所を目にする。
クリック
その人間離れした「白」に惹かれた祭里（ま↑つり）は、
伊織（いおり）の目を盗んで天音（あまね）と逢瀬（おうせ）を重ねるようになるのだった。
クリック
天音（あまね）に惹かれていく中で、
クリック
手負（てお）いの獣のような伊織（いおり）と関わったり、
クリック
小絢（こあや）にたくさん甘やかされたりします。
……もうこのうらやましい主人公殴ってもいいですかね？
クリック
祭里（ま↑つり）や伊織（いおり）の心情は、
読んでいてどんどん気持ちが沈んでいくほど丹念に、徹底して負の感情が描かれています。
そうして鬱屈を抱きながらもそれを裏切るかのような結末や、「二周目」も印象的でした。
クリック
それからBL要素もあります。というか作中の何よりも王道恋愛してました！
ご覧の通りの美しい絵や、
クリック
厳かさを感じさせるBGM、鮮やかな背景、
心象風景が表現された演出なども見どころです。
クリック
主演女優部門、天音（あまね）
すみっこにいます。
このシーンとこの音楽、すっごく印象的なんです。
ここで天音が、私の中で永遠のものとなりました。。
クリック
天音はまず聖女や天使を思わせる真っ白な容姿に目を奪われます
彼女に、この「静かに」というジェスチャーをされたシーンなどは思わず見惚れてしまいました。
また、容姿だけでなく、幼い子供のような純真さ、無邪気さ、
娼婦（しょうふ）のような相手の欲情を掻き立てる淫靡さ、を併せ持つ言動も魅力的です。
クリック
祭里（まつり）や伊織（いおり）は彼女に対して、「好き」というより「執着」や「信仰」を抱いているのですが、
私も彼らと思いを同じくすることができた……ように感じられます。
クリック
「信仰」する相手がいることは幸せなことですし、
信仰する相手を汚すことは、それ以上に、「気持ちのいい」ことですよね？
クリック

































脚本、心、熱、穏やか、闇、泣き、楽、ＢＧＭ、特殊効果、美術部門、
[bookmark: _Hlk73296681]東堂 前夜（とうどう ぜんや）さんの愛病世界（あいびょうせかい）シリーズです。
この作品は15歳以上推奨で、一作目の「ゼーメンシュ-Aftermath（アフターマス）-」
クリック
二作目「実（じつ）に花（はな）なり捜査部（そうさぶ）よ-BrotherInArms-（ブラザー・イン・アームス）」
クリック
三作目「サイケデリック・ウーファー-Coloration-（コロレイション）までがフリーソフトで、
クリック
四作目「愛病世界-象牙の塔（ぞうげのとう）-」と
クリック
[bookmark: _Hlk61197374]最終章「全てが愛に至る-Euphoria（ユーフォリア）-」は「ブース」で入手可能です。
クリック
同時に数多くの人が眠りにつき、そのまま目覚めない「アイ病」という病が、
いくつもの並行世界で発生していた。
医者集団「ヘーメラー」は様々な世界を渡り歩く「ワールドトラベル」を行い、「アイ病」を解明しようとしていくのだった
RPGツクールVX及びMVで制作された探索読み物ゲームで、
私は最初、今、ご覧いただいている四作目の「愛病世界-象牙の塔（ぞうげのとう）-」を推薦されまして、
作品ページにもここからプレイしても大丈夫と書かれていたので
この象牙の塔を最後まで読んで面白かったら改めて一作目からやればいいかなーという軽い気持ちで始めました。
実際、四作目から読んでも大丈夫なように配慮されてはいるのですが、
冒頭3分間を見てすぐにですね、
一旦ストップして、一作目ゼーメンシュから始めました。
それは、あまりにもこの世界が美しくて、中途半端に途中から読んだら後悔する、と感じたからです。
実際それは正しくて。
一作目の水と人魚に囲まれた穏やかな世界で過ごした時間。
二作目、三作目で出会い、愛着を抱いていく魅力的な登場人物たち、
そうしたことを知った上で、四作目と最終章を読むことができて、本当に良かった。
[bookmark: _Hlk61197387]「愛病世界」を万全の態勢で楽しむことができた、と自画自賛しております。
クリック
主演男優部門、才華蓋世（さいか がいせい）は二作目から登場し、
三作目、「サイケデリック・ウーファー」の主人公です。
クリック
美しい瞳、特に赤の瞳を愛し、集めるために人を殺す殺人鬼で大企業の社長です。
[bookmark: _Hlk61198219]瞳のために味方にもためらいなく銃を撃つ破天荒さや、
クリック
エレガントな立ち振る舞いがとっても格好良くてですね、スリルと楽しさいっぱいの時間を過ごせました。
この「サイケデリック・ウーファー」タイトル画面で流れる曲もおしゃれで大好きです。
BGMはキャラクターごとのテーマ曲もあるのですが、
作品ごとに同じキャラの曲でもそれぞれの世界観にあったアレンジが加えられて
それらも含めるとシリーズ通算で200曲以上という大ボリューム。そしてどれもよい曲ばかりでした。
クリック

助演男優部門、結代依拷（ゆいしろ えごう）は初めてアイ病の発生条件を突き止めた人物ですが、
ヘーメラー達を殺してきますし、
ヘーメラーと敵対する組織も殺してきます。
捕まると実際に殺されゲームオーバーになってしまうこともあります
……なんだか殺人鬼ばっかりですね。
なぜそんなことをしていたのか。それが明かされるのは最終章になります。
たった一人ですべてを敵に回して、友（とも）のために行動していました。
クリック
あとこの椅子に後ろ座りするユイシロがめちゃくちゃかわいくてお気に入りです。
クリック

主演男優部門、英雄欺人（えいゆう ぎじん）
主演、助演でノミネートしているのはこの三人なのですが、
他の登場人物もみんな魅力的なんです……
英雄欺人（えいゆう ぎじん）は第一作、ゼーメンシュの主人公であり、
全ての作品で重要な役割を果たしています。
クリック
何もかもを完璧にこなすあまり、神様とか、化け物とか言われていますが、
全てを愛し、愛する全てのためならば欺（あざむ）いたり殺したりもします。
第四作、象牙の塔、終盤では、そんな彼を打ちのめすようなことが次々と起こります、
クリック
それがとても悲しかったですし、
そこまででも愛病世界のことを大好きになっていましたが、
決定的に、もう引き抜けないほど深くまで心に突き刺さることになった出来事でした。
クリック
このノミネートした部門の通り、全てが素晴らしい、愛に至る物語でした。
クリック













闇、美術部門、6045*（ロクマルヨンゴー）さんの
誰が為に鴉は啼く（たが　ために　からすは　なく）です。
この作品は１２歳以上推奨フリーソフトです。
クリック
生後間もなく捨てられていたところを拾われた少女、山桜花（ヤマザクラ）は、
血が繋がっていないながらも、父や兄と平穏な日々を送っていた。
しかし隣国と戦争が起こる。
クリック
王に仕える占術師（せんじゅつし）から、禍（わざわい）の子である、と言われた山桜花（ヤマザクラ）は、
戦争の責任を押し付けられ、父と共に最前線へと送られる。
そこで敵兵に殺されそうになったとき、
クリック
突如鴉（カラス）の神が現れ、
クリック
不老不滅の肉体と人ならざる力を
クリック
与えられてしまうのだった
クリック
ちなみに過去作と関連があるのですが、本作が時間軸としては一番過去の出来事なので、
ここから読んでも全く問題ありません。という実体験です。
もうとにかく山桜花（ヤマザクラ）に様々な苦難が降りかかります。
村で平和に暮らしていた少女が、毎日敵兵を殺すようになり、
雪が降る
あまりの強さに味方からも疎（うと）まれ、
戦争が終わったかと思えば、
「狡兎(こうと)死して走狗(そうく)烹(に)らる」となるのは世の定め。
タイトル名
平穏など訪れるはずもありません。
しかしどんな目に遭っても死ぬことすらできず。
まだ幼いのに肉体的にも、精神的にも凄惨な目に遭い続ける
そんな山桜花（ヤマザクラ）に胸が痛みます。
ビジュアルも血を吐くような苦しみや、
もう温かかった日々は戻ってこない悲しみがこれでもかと伝わってきて、よりいっそう痛々しく感じられます
真っ赤になっての動画へ
私は一時間四十五分ほどで読み終わったのですが、
その何倍もの出来事を味わったかのような濃密な物語でした。
あと、終盤に恋愛的な展開があって、
その時山桜花（ヤマザクラ）は十一歳。ちなみに物語開始時は六歳です。
まあ世界観もあるとは思いますが……ちょっと犯罪的ですよね。
個人的には……年齢知ってテンション上がりました。
クリック
熱、泣き部門、Hollow_Perception(ホロウ・パーセプション)さんの
剣閃神姫誅伐伝（けんせん　しんき　ちゅうばつでん）です。
この作品は12歳以上推奨フリーソフトです。
神に逆らう者たち「羅刹」（らせつ）を誅伐した女神の伝説、「天剣（あめのつるぎ）伝説」が伝わる世界。
しかし羅刹を完全に排除することは叶わず、今も人と羅刹との戦いは続いていた。
クリック
人間の武士、高嶺影時（たかみね　かげとき）は羅刹に追い詰められていたところを
クリック
虚衣零亞（うつろい　れいあ）という少女に助けられる。
彼女は、伝説の女神、「天剣姫神（あめのつるぎ　ひめのかみ）」と瓜二つの容姿だった。
クリック
ノンフィールド和風ファンタジーRPGで、
クリック
最大六人のパーティメンバーから三人を選び、
クリック
装備を整え、いくつかあるステージを探索してレベルを上げ、ボスを倒していきます。
クリック
戦闘はただ殴るだけでは雑魚敵でも苦戦しますが、
連続で攻撃を当てていくと一撃ごとのダメージ量がどんどん増えていくようになっており、
特殊技は基本的に連続で行動できるので、技ゲージを溜めて、ずっと俺のターン！　をするのが爽快でした。
しかしボスはさらに強いです。　……でも勝てなくても安心。
クリック
なんと零亞（れいあ）は、「ボスでも即死させる技」と、
「全滅時に全員を完全復活させる技」という二つのとても強力な技を持っているので、
勝てないと思った敵も即死させて勝つことができます。
まあ当然リスクもあり、技を使用するたびに元から短い零亞（れいあ）の寿命が減っていきます。
寿命０になってもすぐに死んでしまうわけではありませんが、絶対にトゥルーエンドに行くことができなくなってしまいます。
クリック
なので使いどころをしっかり考える必要がありましたし、
その設定、プレイヤーの選択が物語に絡んでくるので、より、我がことであるかのように話に入り込むことができました。
クリック
ビジュアル面でも、大技にはこのようにカットインが入って盛り上がりますし、女の子に華があります。あとおっぱい。
クリック
ストーリーは人間たちの方がより汚く、醜く描かれていて、
だからこそ、かもしれませんが主人公たちのやさしさ、強さが大切なものとして感じられました。
クリック
仲間たちの力を合わせて立ち向かう最終決戦は熱く、
しかし零亞（れいあ）の寿命は奇跡が起きて伸びる、なんてこともなく。
そうした熱さ、切なさが戦闘システムからも感じられる、
物語とバトルパートが一体（いったい）となって作りこまれている作品でした。
クリック
短編、美術部門、あかつき屋さんの「インビジブル」です。
この作品は12歳以上推奨フリーソフトです
2018年に公開された『アイビー』を元にリメイクした作品とのこと。

まずこのタイトル画面です。
もう「青春」って感じで、一瞬で目を奪われました。

リメイク元と同じタイトルの「アイビー」のほかに、
クリック
「ヒマワリ」と「デンドロビウム」という、花の名前を冠した三つの話を読むことができます。
クリック
このべた塗りで色の種類が少ないチャプター選択画面も、
クリック
タイトル画面とは別方向にとても印象的なものになっております。
クリック
この場面なんか、温度まで伝わってくるかのようです。

幼馴染で親友の少女に、酷いことをしてしまった。
クリック
それからしばらくして。
教室で、久しぶりに会った彼女は、きれいに微笑んでいた。

そうして始まる「アイビー」を中心に、
クリック
「ヒマワリ」「デンドロビウム」も同じ学校周辺を舞台にしており、
複数の話に出てくる登場人物もいます。
クリック
親友に酷いことをしてしまって後悔している中での会話や、
クリック
教室で後ろを向いて駄弁（だべ）る少年、といったこれぞ青春、といえるような光景です。
クリック
しかし。
三つの話とも二周目があり、特に「アイビー」と「ヒマワリ」では、
一周目と似通ったところがありながらも、受ける印象が決定的に異なります。
見えていなかった。見ていなかった。見てしまった。見えてしまった。
そのことを知ってしまったら、世界が変わります。
クリック
そのはじけるような笑顔は、どんな場面だったのでしょうか？
見えないことと、見えること、……さて。……いったいどっちが、「幸せ」なんでしょうね？
クリック

主演男優、心、闇、泣き、特殊効果部門、
せがわさんのTOWER of HANOI（タワー　オブ　ハノイ）とコーラル・ブラウンです。
この作品は12歳以上推奨フリーソフトです。
感情を持ったアンドロイド「ＨＡＮＯＩ（ハノイ）」のストレスが、問題となっている世界。
クリック
ＨＡＮＯＩ（ハノイ）のストレス発散のため、
人間を模した敵を殺すバーチャルゲーム「ＴＯＷＥＲ」が開発されていた。
監察官のコーラル・ブラウンは、十人のＨＡＮＯＩ（ハノイ）達と共にテストプレイをしていたが、
クリック
想定外のバグに遭遇してしまうのだった。
この世界、「ＨＡＮＯＩ（ハノイ）」は人間に絶対服従です。
それで人間にストレスを感じるのが問題だから、バーチャルで人を殺してストレス発散、って
これだけでいかに「ＨＡＮＯＩ（ハノイ）」が軽（かろ）んじられているかがわかると思います。
クリック
しかし主演男優部門、監察官のコーラル・ブラウンは十人のＨＡＮＯＩ達を尊重し、
彼らの境遇に寄り添い、心を解きほぐしていきます。
クリック
三つある塔を登っていき、一番上にあるボスを倒すのが当面の目標となるのですが、
クリック
一緒に戦闘をしたり、アイテムを使ったりすることでコーラルとＨＡＮＯＩ（ハノイ）、
クリック
あるいはＨＡＮＯＩ（ハノイ）同士の親密度が上がりイベントが段階的に見られるようになっていきます。
ということは親密度を上げようとしなければイベントが進まないということで、
ウチのコーラル・ブラウンさんはかなり長い間、下着泥棒と誤解されたままでした。
それはともかく。そうした会話で少しずつ彼らのことを知ることができ、
話を進めるごとにキャラクターみんなが魅力的に感じられるようになっていきました。
しかし、優しい世界では終わりません。
クリック
「ＴＯＷＥＲ（タワー）」内で起こる出来事や、監察官という仕事に対する疑問から、
コーラル・ブラウンは苦悩していきます。
パラメータとして役職ストレス値というものがあり、これが上昇しすぎると、
クリック
ウインドウにこんな感じの色が付いたりします。
それ以外にも、「バーチャルである」ということを感じさせる演出が随所に見られました。
クリック
物語は二つの結末に分岐します。
ＨＡＮＯＩ（ハノイ）ルートでは、紆余曲折ありながらもＨＡＮＯＩそれぞれ個別エンドがあり、
よりＨＡＮＯＩ（ハノイ）と仲良くなることができました。
だからこそ。
クリック

条件が厳しく意図的にコーラル・ブラウンの心を追い込まなければたどり着けない、
つまりは多くの場合、ＨＡＮＯＩ（ハノイ）ルートで仲の良さに浸（ひた）った後に見ることとなるもう一つルートが、
より残酷なものとなっていました。
キャラクターみんなの魅力が丁寧に、しっかりと描かれていてみんなが大好きになり、
そして大好きになった分だけ、つらい思いも味わうこととなる作品でした。
クリック



































穏やか部門、笹見 観（ささみ　かん）さんの
「ラシュイットリーテ」です。
この作品は12歳以上推奨フリーソフトです。
ラシュイットという町で百年に一度開かれるお祭りの一週間前。
クリック
主人公は町長代理である兄から、祭りの準備をしている人たちを手伝うように告げられる。
クリック
主人公は飼い猫のラッシェと共に立派に手伝いをすることができるだろうか？
クリック
七日間で四人の準備を手伝っていくのですが、どんな行動をするかの選択肢があり、
いい結果になれば一日三か所のお手伝いができます。
しかし悪い結果だと時間がかかってしまい二か所しかお手伝いできません。
そうしてそれぞれ既定の回数お手伝いをするのが当面の目標となります。
クリック
特徴的なのは主人公が男女選択できるところ。
メインストーリーは共通ですが、会話内容やキャラエンドの内容などが男女で結構大きく異なり、
一回最後まで読んでもまた違った気分で二周目を読むことができます。
私はぽえぽえ度が高い女の子の方がお気に入りです。
クリック
お手伝いの内容は、
王都から派遣されてきた騎士サレスの案内役として街を巡り、
祭りの警備上（けいびじょう）、問題がないかの確認、
クリック
教会系列の施設で暮らす幼馴染ノエと、施設の子供たちが任されているお菓子作り、
クリック
兄と同い年の花屋、マルルースが任されている飾（かざ）り作（づく）り、
クリック
祭りのゲストとして呼ばれた楽団（がくだん）の歌姫（ウタヒメ）エンリカの悩み解決の四つです。
クリック
上手く手伝いをしていけば、
お祭りを終えた後も、彼らと関わることができるトゥルールートに進むことができます。
手伝いをしていく中で直面するトラブルや、
トゥルールートの展開の中にはかなりヘビーな内容もあるのですが、
クリック
おおらかなラシュイットの人々、一筋縄ではいかないながらもなんだかんだ優しいメインキャラ、
なにより主人公の人柄もあって、なんとかなる、という前向きさと、
とっても居心地の良い気分を味わうことができる作品でした。
まあ当然、手伝いをサボるとなんとかならないんですけどねぇ。
クリック
ここでいったん休憩といたします。
再開は10分後になります。
穏やか、短編、ＢＧＭ部門、
Plastic Tekkamaki（プラスチック　てっかまき）さんの
深夜徘徊（しんやはいかい）のための音楽 
beats to relax/stray to（ビーツ　トゥ　リラックス　ストレイ　トゥ）です。
この作品はフリーソフトです。
クリック
両親を既に亡くしている佐倉坂新（さぐらざか　あらた）は、
都会で体を壊し、今は実家で一人暮らしのオカルトライター。
クリック
ある日、大学生で寮生活をしている妹、括弧（かっこ）から手伝いを頼まれる。
クリック
その夜、実家に泊まった括弧（かっこ）は新（あらた）を外へ連れ出すのだった。
「根暗な兄妹がどうでもいい世間話に興じながら深夜の町を散歩するだけのお話。」と
作品が頒布されている所に書かれているのですが、その通りです。
クリック
深夜徘徊の前後は昼間が舞台ではありますが、
そこも含め、交わされるのは、ほとんどが、何があるというわけでもない、世間話です。
でも、それがいいんです。
BGMはLo-fi Hip Hop（ローファイ・ヒップホップ）というジャンルらしくて、
いい感じに力が抜ける、虫の音などの環境音も入っていてタイトル通りリラックスできるものでした。
クリック
解像度荒めなグラフィックも、あえてぼかして想像力を掻き立てることで、
プレイヤーそれぞれの「深夜に出歩いた経験」を重ねられるのではないでしょうか。
そうした音楽、グラフィックの中、
深夜、ぶらぶらと歩く二人のどうでもいい世間話を眺めているのが、ただただ心地よかったです。
クリック
また、妹の括弧（かっこ）ちゃんの話すことは、
あっちこっちへと飛び回っていて主人公が拾いきれないこともあって、
でもそれを気にせずに会話が続く、というのが、
上手く会話しなきゃ、という強迫観念とは反対の、
できなくても大丈夫なんだ、というリラックスに繋がっていました。
どうでもいい世間話と言いましたが、
実は終盤、主人公にとって衝撃的な報告があります。
クリック
だいぶ主人公は動揺するのですが、
読んでいる方としては淡々と受け入れることができて、
そんな登場人物と読み手との距離感もまたいい塩梅で、
何もかもが心地よい作品でした。
クリック


熱、ムービー・動画、歌曲、特殊効果部門
少年舎（しょうねんしゃ）さんの「ナツイロセールトリム」です。
この作品はブース通販、ダウンロードショップなどで入手可能、体験版もあります。
青春を追い求める高校三年生、飯島（いいじま）みなと。
しかし水泳部としての最後の大会は不完全燃焼で終わってしまった。
歌始まる
そんな中、ヨット界で有名な少女、田波瑠璃（たなみるり）がアメリカから転入してくる。
瑠璃はもうヨットに乗らないと決めていたが、
青春を感じたみなとは少々強引に彼女を巻き込み、特訓し、
ヨットレースに参加することになるのだった。
江ノ島駅
女子高生たちがセーリングに挑む、夏と海と青春の物語。
過去作「しおさいのセレナード」の十三年後が舞台で、
その登場人物が大人となって登場するのでプレイ済みの方はより楽しめますし、
ずしお扇子開く
メインキャラは本作からの登場のため未プレイでも問題なく読むことができます。
それにしても夏、海、青春。もう勝ったも同然ですね！
今お聞きいただいているＯＰの歌だけでなく、ＥＤの歌「Sail On（セイルオン）」も、
物語と合っていて、かつラストの余韻を感じられる良い歌でしたし、
踏切開く
このＯＰムービーも、舞台である湘南江の島の実写と、動きのある絵を合わせて、
少し儚（はかな）くもまぶしい青春が感じられます
さらに作中のレースシーンにもムービー、それも３Ｄムービーが多く用いられています。
クリック
現在、有名なヨットレース、アメリカスカップでは
ごく小さな水中翼以外は船体が水面から浮いて、「空飛ぶ船」となるヨットが採用されているとのことですが、
そのスピード感も表現されています。
マークを回ったらクリック
そうしたこともしっかり解説されていて、
私のように一切知識がない状態からでもセーリングのことを知ることができました。
そしてみなとと瑠璃が協力して臨（のぞ）むヨットレースがとにかく熱いんです！
演出からも描写からも伝わってくる操船（そうせん）の緊迫感、ライバルとの駆け引き、挫折や達成感。
思わず手に汗握り、息をのむ面白さでした。

江の島や藤沢の変わりゆく姿や、な・ま・え・は・出・せ・ま・せ・ん・が！
延期となった世界的なあのスポーツの祭典も話に絡められていて、
特にエピローグでは、彼女たちがいま、そこに生きているように感じられましたし、
ヨットと同じように、向かい風すらも力に変えて進んでいく彼女たちがまぶしくて、熱くて、
これぞ青春だ！　と思える作品でした。
クリック

脚本、泣き部門、春根利馬（はる　ねりま）さんのパーソナル・スペースです。
この作品はフリーソフトです。
クリック
２１４０年、生命の滅んだ惑星に降り立った主人公は、一台の古びた宇宙船を見つける。
クリック
その中には、見た目とは裏腹に幼い言動をする少女、シロエがいた。
主人公は宇宙船の中に残されていたデータから、
シロエが生きた120年分のデータを観測していくのだった。

シロエはとある宇宙人の技術で作られたコピー人間で、とある地球人をコピーしています。
そんなシロエがなぜ、滅んだ星にいるのかを知っていくのですが、
クリック
残されたデータはロックがかかっているものもあって、
必ずしも時系列順に読んでいくことはできない、という作りで、
年代が飛んだり、過去の出来事の方を後に読んだりすることになります。
とはいえ主人公がしっかり見たことや気になることをまとめてくれるので、
混乱することなく読み進めることができましたし、
疑問に思っていたことが明かされるときは、
パズルのピースがパチリとはまった気持ちよさを味わえました。
全て読み終えた後にはチャプター一覧機能も追加されるので、
もういちど、今度は順番に読んでいく、という楽しみ方もできます。
クリック
シロエは作られた存在であるため、そう簡単には自分の思い通りに行動することはできません。
物理的にも精神的にも様々な酷い目に遭って、それでも自分の想いを貫いて、
でも、そこまでしても願いが叶うとは限りません。

けれども救いはあった。

そう信じたくなる、祈りたくなる物語が綴られていて、終盤も胸を打つ展開でした。
クリック
シロエが作ったアンドロイドのラズリもいいキャラで、
苦難と悲しみ一辺倒にならない明るさを添えてくれます。
クリック
120年という時間、二つの星を舞台にした壮大さと、
クリック
丁寧に描かれた登場人物一人一人の想いに感じ入る作品でした。
クリック
あと百合もあります！　最後に百合で殴ってくるので油断なりませんでした。……素晴らしいです。
クリック


主演女優、闇部門、ミラーイメージさんの「コンフリクトガール」と
クリック
相川（あいかわ）のぞみです。
この作品はダウンロードショップで入手可能、体験版もあります。
高校一年生の相川（あいかわ）のぞみは
クリック
隣の家に住む美人で優しいクラスメイト、
篠塚皐月（しのづかさつき）のことが気になりながらも、どこか話しかけづらさを感じていた。
しかしテスト勉強を教えてもらおうと声をかけたところ快諾され、
クリック
以降友人たちも交えながら
クリック
二人は段々と仲良くなっていく。
クリック
しかし……
ジャンルは百合サイコサスペンスアドベンチャー。
欲張りですねー。素晴らしいですねー。そして看板に偽りはありませんでした。
クリック
コンフリクトには葛藤、争い、対立といった意味があります。
前半は、のぞみと皐月（さつき）のやり取りや、恋心が微笑ましく、しかし時折不穏な様子で描かれ、
いつ、これが壊れてしまうのだろうとハラハラさせられました。
ザザッ
そして後半、立て続けに恐ろしいことが起こり、一気に引き込まれました。
バッドエンドも豊富、かつ、どれも「そうなってしまう理由」があって、そうしたところも丁寧に描かれています。
クリック
主演女優部門、相川（あいかわ）のぞみは身長146cmの小柄な女の子です。
クリック
ちなみに皐月（さつき）は167cmとかなりの身長差なのですが、
これが胸の大きさとなるとのぞみが圧勝します。皐月（さつき）はぺったんこです。
普段は元気に跳ね回る子なのですが、繊細さや包容力もあって、
クリック
周囲の人々の助けを借りながらも
クリック
……いえ、借りられるところも含めて、
クリック
彼女だからこそ皐月（さつき）に寄り添うことができたのだな、と思えました。
上手くいかなかった結末と、紆余曲折（うよきょくせつ）の末（すえ）なんとかたどり着いたトゥルーエンド。
仲睦（なかむつ）まじさと、思い通りにならないもどかしさ、衝動、
……最高（サイコー）の百合でした。
クリック

爆笑、短編、美術部門
DIGITALL（デジタル）さんの
「エレベータ　～性格不安定な僕とみよちゃんの物語～」です。
この作品はフリーソフトです。
クリック
残業を終え、課長と共にエレベータに乗り込んだ主人公。
そこには、会社のマドンナ、秘書課（ひしょか）のみよちゃんがいた。
しかし、突如エレベータが故障し、三人は閉じ込められてしまう。
救助までは時間がかかりそう。
そして。主人公は性格が不安定だった。
クリック
昔懐かしいコマンド選択式のレトロな脱出ゲームで、
右に表示された行動を選択し、救助までの時間を過ごしていきます。
しかし、主人公の性格が不安定。
どういうことかというと、選んだ行動によって、左上に書かれている性格が変化します。
たとえば、閉じ込められてすぐに非常用のボタンを押すと「せっかち」な性格になりますし、
とある変態的な行動をすると
クリック
「へんたい」になります。……これって性格でしょうか？
クリック
この通り、左上が初期性格の「ぼんじん」から、
クリック
「へんたい」に変わります。
当然ながら、みよちゃんからの印象は最悪で、
こんな冷たい目で見られてしまいました。

そして相対的に……かどうかはわかりませんが、
みよちゃんは課長に頼りがいを感じるようになります。
クリック
こころなしか課長の表情もキリッとしております。
この性格は重複（ちょうふく）することもあり……
クリック
「くいしんぼ」で「わる」で「せっかち」と割とさんざんですね。
この性格によって、エンディングが変化します。
クリック
その中の「最高の結末」で表示される「みよちゃん」が滅っ茶苦茶（めっちゃくちゃ）キレイでですね！
残念ながらここではお見せできませんが、思わず見惚れてしまいました。
この通常シーンのドット絵も味がありますが……ギャップって素晴らしいですね。

笑えて、最後には達成感に浸（ひた）れる作品でした。
クリック
泣き、楽、
クリック
歌曲、ＢＧＭ部門
EIME（エイメ）さんの
「雨上がりのあの場所で」です
この作品はブース通販、ダウンロードショップなどで入手可能、体験版もあります。
事故で幼い頃の記憶を失っている涼（りょう）は「美しいモノ」に執着心を持っていた。
タイトル消える
梅雨入りした雨の日、彼は白いワンピースの少女、かすみに目を奪われ、会話を交わす。
彼女のことが気になる中、学校では部活に入り、
先輩、後輩、友人、幼馴染とにぎやかに過ごしていく……。
いーまーぼくのこと
雨の季節を舞台にした学園恋愛アドベンチャーで、
三人のヒロインルートをすべて読むと、
グランドルートであるかすみシナリオを読むことができるようになります。
三人のヒロインルートはオカルトであったり、家族物であったり、
ヤンデレであったり、それぞれに異なる内容を味わうことができましたし、
ふーりーそーそーぐー
グランドルートは、そこまでで気になっていたことがしっかり回収されて読みごたえがありました。
それにラストシーンが物悲しくも美しくて、
かすみのことが歌われたEDの歌「天気雨」と相まっていい余韻がありました。
物語全体が表現されたこのOPの歌「ハイドランジア」も話によく合っています。
なお、歌の解釈は私のものなので的外れだったら申し訳ありません。
サークルロゴ消えたらクリック
ＢＧＭもそれぞれの場面に合っているうえ、
水気（みずけ）を感じさせる曲が多く使用されていて、梅雨にふさわしいもので、
歌ともども、読み終えた後もサウンドトラックでたびたび聞いています
クリック
また、主人公が入る部活は非電研という、非電源ゲーム、
カードゲームやボードゲームなんかをみんなで遊ぶ部活なんですが、
それぞれ異なるプレイスタイルで、わいわい賑やかに遊んで、
クリック
そして向かって左側の部長、美澪（みれい）先輩が、
ゲームめちゃくちゃ弱い「クールビューティ詐欺」と、
ゲームそのものはもちろん、
ゲームをしているみんなのリアクションを見ているのが、本当に楽しかったです。
クリック
住んでいる街を飛び出して、どこかで見たようなイベントを行う場面もあります。
悲しさも楽しさも……後は狂気も、めいっぱい詰まっている作品でした。
クリック

脚本、ムービー・動画部門、
ハルノサクラさんの「空の果てからこんにちは」です。
この作品はフリーソフトです。
クリック
街外（まちはず）れに世界の果て、岩が浮遊している「端岬（はしみさき）」がある世界。
リンゴ農家の跡取り息子（むすこ）である「アオモリヒロサキ」は、
クリック
幼馴染のリコから、ことあるごとに、好意を向けられながらも、
それをあしらう「うらやましい」日々。
彼はこのまま大人になって、リンゴ農家を継ぐ
という将来に、言葉にできない不安を抱えていた。
クリック
そんな時、メイラという少女が現れる。
彼女はちょっと特徴的なことがあって……
クリック
日常シーンではちょっと昔のベタなコメディ演出に懐かしさを感じつつ、
ラブコメなやり取りでヒロイン二人の可愛らしさを堪能することができます。

特にメイラは明らかにヒロサキやリコと違う世界の住人だ、
ということがわかる演出がなされていて印象的でした。
リコ消える
また、先ほどの岩が浮かぶ背景をご覧いただいてもお分かりの通り、ファンタジーではあるのですが、
その中に、科学エッセンスが込められていて、
非常にエレガントなシナリオとなっております。

世界の真実、メイラの秘密が明かされる場面では、
そういうことだったのか、とびっくりさせられました。
ご覧いただいている通りムービーも、
重力とかの式
可愛らしく、かつキレのある動きで目を引きます。
物語のエッセンスもそこかしこに散りばめられていて、
全て読んだ後にまた見ても楽しめるものとなっていました。
ひとしずくの光
あとリコが、「勝ち気で一途な性格」、「幼馴染という立ち位置」、
「メイラという非日常を纏（まと）ったライバルの存在」など
なにからなにまで負けヒロイン臭（しゅう）がプンプンしていて、ものすごく心配になったのですが、
ちゃんとリコルートが存在していたことに、ワタクシ、心底、安心いたしました。
クリック



ムービー・動画、歌曲部門
Nutrients（ニュートゥリアンツ）さんの「こと国（くに）シスターズ」と、
主題歌、「Colorful Step!!（カラフルステップ）」です。
クリック
この作品はフリーソフトです
西川喜朗（にしかわよしろう）が仕事から帰宅すると、家の中に三人の少女がいた。
タイトル出る
スウェーデン出身、元気が取り柄の長女「カリナ・アールステット」
ロシア出身、人見知りな次女「エレオノーラ・　エイーチャ　・バクシェ   エフ」
中国出身、しっかり者の末っ子「リュウ・シェンメイ」
彼女たち三姉妹は、ヨシローの腹違いの妹を名乗り、父親からは面倒を見てやってくれとの伝言が。
さらにヨシローの彼女である由乃葉（ユノハ）から、
シェリル
女の子三人を家に連れ込んでいると誤解されてしまい、
大混乱から三姉妹との同居生活が始まるのだった。
異（こと）なる国の妹たちとにぎやかな生活を送るハートフルコメディで、
三者三様の妹と時には一対一で、
夢を描いて
時には全員で、の会話がテンポよくて、
楽しそうだなあと思えましたし、彼女たちとの時間が大切に感じられました。
いまご覧いただいているムービーと、主題歌、「Colorful Step!!（カラフルステップ）」は、
新しい世界へ
まあ時折不穏なところはありますが、
SDキャラの女の子や、色とりどりの小物が可愛らしくて
弾（はず）むような曲ときれいな歌声と共に
三姉妹との新たな生活が始まり、世界が色鮮やかに見えてくる、という本編の内容が表現されていました。
クリック
あとですね、最初から主人公に由乃葉（ユノハ）という彼女がいて、
でもタイトルは「こと国（くに）シスターズ」じゃないですか。
私は「また」思いました。あ、由乃葉（ユノハ）は負けヒロインだ。と。
クリック
いい娘なんですが、だからこそ三姉妹の引き立て役になってしまうんだろうなあ、と。
しかしなんと、二つあるエンディングのうち一つは
クリック
由乃葉（ユノハ）エンドでした。
もう一つは三姉妹エンドです。
なので後者を三分の一とみなして、由乃葉（ユノハ）がメインヒロインと言っても過言（かごん）でないかと思われます。
付き合っている彼女をぞんざいに扱わない優しいサークルさんで、
「またしても」ワタクシ、とっても安心いたしました。
クリック

闇、楽部門、「九州壇氏（きゅうしゅうだんし）のノベル工房」さんの
「僕らのノベルゲーム」です。この作品はフリーソフトです。
クリック
高校二年生の樋口新平（ひぐちしんぺい）が所属する文芸部は、
新入部員獲得のため、文化祭でノベルゲームを制作することになる。
制作のリーダーをすることになった新平（しんぺい）は、
各部員のサポートをして完成を目指していくが……

この主人公、ひそかにノベルゲームを個人制作していて、
すでに数本完成させているのですが、
クリック
昔から温め続けてきた物語とキャラクターがいます。
思い入れが強すぎて、いざ発表して周囲からの反応が良くなかったらどうしよう、と世に出せませんでした。
このあたり、「わかる」と思われる方も多いのではないでしょうか？
クリック
幸い、文芸部員には好意的に受け止められ、
クリック
「彼女」をメインとした作品をみんなで作ることになります。
その内容は、自己満足にならず、
スマホでプレイできて学校案内も兼（か）ねた文化祭ならでは、というもので、
しっかり新入生獲得という目的を達成することが考えられていましたし、その内容を生かした終盤の展開でした。
クリック
文芸部がみんな仲良くて、部室でわいわい話したり、
クリック
街に出て遊んだり、創作したりしていて、
クリック
本当に楽しそうだなあと、思えました。
クリック
しかし。
人間関係が深まりすぎると軋轢（あつれき）が生じることもあります。
クリック
それがモチベーションの差となり、進捗（しんちょく）の差となり、
それがまた人間関係を悪化させていき……と
転げ落ちるように状況が悪くなっていくこともあります。
クリック
ノベルゲームを制作、もしくはプレイされる方の多くはどこかで見た、もしくは味わった光景かもしれません。
それだけに他人事には感じられず、胃が痛くなりました。
クリック
制作の楽しいところ、苦しいところ、どちらもたっぷり詰まっていて、
全てひっくるめて、「青春」している作品でした。
クリック
泣き、ムービー・動画、歌曲、ＢＧＭ、美術部門
劇団（げきだん）くじら座（ざ）さんの「ティアマトの星影（ほしかげ）」です。
この作品はフリーソフトです。
両親を亡くし、従兄妹（いとこ）の家で暮らしている水瀬慧斗（みなせけいと）は
タイトル出る
どこか疎外感（そがいかん）と孤独感（こどくかん）を抱いていた。
ある日、彼は近所の山で記憶喪失の少女、星渡眞都（ほしわたりまと）と出会う。
「七つの海を越えてきた」という彼女と過ごすうちに、
慧斗（けいと）は周囲の人々とも関わるようになり少しずつ変わっていくのだった。
慧斗（けいと）消える
三章構成で一章は慧斗（けいと）が暮らしている家や街、学校を舞台に、
賑やかで温かいやりとりがありながら記憶喪失の眞都（まと）と親しくなっていきます。
ビー玉
二章はがらっと舞台も時代も変わり、壮大で不思議な物語が繰り広げられ、
そして集大成（しゅうたいせい）の三章へと続いていきます。
日常を過ごして眞都（まと）や周囲の人々への愛着を抱き、
二章で眞都（まと）の正体を知り、
その上での最終章の展開は胸を打つものがありました。
幻想的な世界や満天の星空といったビジュアルも目を引くもので、
より物語に「のめりこむ」ことができます。
空のかけ海の果てを越えて
ご覧いただいているOPムービーはすごく動くというわけではないんですが、
なんだか見ていてワクワクします。
これから壮大で美しい世界を見ることができるんだろうなという期待感を掻き立てるもので、
そこに伸びやかな歌も一役（ひとやく）買（か）っています。
EDの歌「星の海」も、この後の休憩時間に流させていただきますが、
切なくも雄大（ゆうだい）な歌で物語にも合っていてお気に入りです。
クリック
BGMもにぎやかな曲、穏やかな曲、神秘的な曲、切ない曲など豊富で良い曲ばかりでした。
クリック
ちなみに私は向かって右側、世話焼き委員長の柳花（りゅーか）ちゃんが一押しでですね。
照れ屋なところがめっちゃ可愛いんですよー
本作には選択肢がないのですが、
明らかにメインルートから柳花（りゅーか）ちゃんシナリオに入るだろう！　っていう場面があって、
でも選択肢がないので見事にフラグが折られてしまいます。
「ティアマトの星影（ほしかげ）」はとても良い作品ではありますが……「そこだけが！」重大な欠点ですね。
追加シナリオ……待ってます。
クリック



爆笑、独創、特殊効果部門
Kagaya（かがや）さんの「勇者ながめ」です。
この作品はフリーソフトです。
タイトル画面のみで失礼いたします。

「王様から魔王討伐を依頼された勇者一行」という王道ファンタジーRPG……なのですが、
勇者のことは一切操作できません。
では、プレイヤーは何をするのかというと、デバッグです。
というのも、この勇者の物語は、
歩くスピードは遅いわ、メッセージ速度は遅いわ、
戦闘エフェクトはやたら長いわ、アイテム入手するたびに長い演出が入るわ、
控えめに言っての「クソ　ユーザー　インターフェース」な作品なのです。

そこで、勇者の行動に応じて入手できるデバッグポイントをつぎ込んで、
スピードを上げたり、演出をカットしたりして、快適なRPGを目指していきます。

勇者一行は自動で情報を集め、自動で買い物をし、自動でダンジョンを攻略し、自動で戦闘し、
ずっと放置していると自動で魔王を倒してエンディングまでたどり着きます。
それも、あらかじめ行動が決められているわけではなく、
ランダム性がありつつ目的を達成しようとしていきます。
これだけでもめっちゃすごい技術な気がするんですが、
デバッグ画面を開いてもその後ろで勇者の冒険は進んでいきます。
そして例えばデバッグポイントを使って歩く速さを上げると、
即バックグラウンドの勇者がスピードアップします。
もう謎技術としか言いようがありません。

そして一般的なRPGと遜色（そんしょく）のない「快適さ」までデバッグしたら終わり……ではありません。
さらにデバッグしていくことができます。

具体的には１秒間で２・３０歩くらいは、歩くようになります。
もし手動でこのゲームをプレイしていたら、
いつまでたっても目的の場所丁度に立ち止まることができず右往左往することになるはずです。

またそれだけではなく、デバッグ項目の中には「たまに勇者のグラフィックが大きくなる」とか、
「たまに表示される文字が逆さまになる」とか、
デバッグしているのにむしろバグを仕込んでるんじゃないかと思うようなものもあります。

オートで動く勇者と、並行してのデバッグ、という謎技術に驚かされつつ、
デバッグしすぎな挙動に笑わせられる作品でした。


独創、特殊効果部門
POST COMMERCIALS: ALLIANCE（ポストコマーシャルズ：アライアンス）さんの
第12動画欠番（だい12どうが　けつばん）です。
この作品はフリーソフトです。

ゲームライター達が運営する、「令和ビデオゲームグラウンドゼロ」は、ゲーム実況や、
ゲストを招いて「これからのビデオゲーム」に対して様々な切り口でトークをしていく実在のYoutube番組
第12回目のゲストは、未来予測をすることができるという業界人、
安嵜 公司朗（あんざき　こうしろう）だった。

まずタイトル画面だけでヤバい雰囲気がこれでもかと伝わってきます。
私は一回タイトル画面を開いた後、
ちょっとこれは覚悟を決めてからプレイしなければ、と、一旦ゲームを閉じて、
一週間後になってようやく、えいやっ！　と読み始めました。

プレイヤーは安嵜 公司朗（あんざき　こうしろう）となって、
未来予測の声を聞き、それを連鎖させていきます。
クリック
どういうことかというと、
選択肢が出るときにこのように声でこちらを選べ、と言ってくるんですね。
その通りに選ぶと、望む未来が訪れます。
しかし、やはり未来予測は過（す）ぎたる力なのか、あまりに未来予測通りにしてしまうと、
安嵜氏（あんざき　し）は発狂してゲームオーバーになってしまいます。

逆に未来予測を完全に無視してしまっても、やはり発狂してしまいます。
そうならないように適度に予測の声に従っていくことで、予測通りの未来、
もしくは予測に反抗できた未来へとたどり着くことができます。

タイトル画面以外にもこのようにサイケデリックなムービーや音楽がたくさんあり、
ちょっとバランスを崩すと発狂する安嵜氏（あんざき　し）の
精神状態を否（いや）が応（おう）でも味わうこととなりました。

そしてこの話は、実際の収録で起こった話で、
「あまりにゲストの言動が支離滅裂になっていったので未来予測という整合性を持たせようとしたもの」
というような意味のことが語られます。
欠番になったという動画、気になりますね。
事実は小説よりも奇なり、とは、まさにこのことなのかもしれません。
クリック



闇、爆笑、独創、美術部門、ララライアン・スコ・スコフィールドさんの夕暮倶楽部（ゆうぐれくらぶ）です
この作品はフリーソフトです。
クリック
ホラ吹きとして名を馳（は）せた常識　夏未（ツネオリ　ナミ）が通り魔に刺されて亡くなった。
姪の常識　考子（ツネオリ　チカコ）、チカは形見分けでナミのタブレットをもらうが、
そこに死んだはずのナミからチャットが届く。
クリック
「チャットで個人的に診察していた「夕暮れ診療所（しんりょうじょ）」の患者さん達に閉院のメッセージを送ってほしい。」
チカはその願いを果たしていくのだった。
クリック
このように曜日ごとに患者さんがいて、チカはそれぞれの診察チャットログを読んでいきます。
クリック
その患者さんたちが個性豊かで突っ走りまくっていて笑えましたし、
ツッコんだりスルーしたりするナミの対応も可笑しかったです。
クリック
しかしその中にも不穏なことが見え隠れしていて、
それが終盤、あらわになっていきます。
愛とオカルトを煮詰めに煮詰めて修復材として塗り込めたような、
どろどろとした、けれどもそこかしこに輝くものが感じられる内容で。
ラストも、後味が悪いながらもどこか安心できるものでした。
クリック
このように描きこまれた背景画像や、チャットアイコンのアニメーション
クリック
システム画面のデザインなど、
ビジュアル面でもとても目を引くものとなっています。
クリック
……患者さんは半数ほどが、この音楽のような人です。わかっていただけますでしょうか？
助演男優部門、ダニー・ブレイブ。水曜日の患者です。
大げさな言い回しで何度もナミをデートに誘うお方なのですが
診察内容は常に保護者をしている姪（めい）の心配ばかり。ナミも
「時折うっとうしいが、どこまでも優しくにぎやかで、嫌いじゃなかった人。水曜日を少しだけ楽しくしてくれた人」
と書いています。
おおきく、あったかい人でした。
クリック
助演女優部門、カルメン。火曜日の患者です。
とあることが原因で、話すことすべてが周囲には軽く聞こえてしまい、うまくコミュニケーションができなくなっています。
悩んで、悩んで、優しいがために搾取され、
救いの手が差し伸べられたかと思えばそれは無自覚に地獄へ突き落す手だった。
不条理に振り回されたひとでした。
それはそれとして……ギャル言葉で妙なことを話す彼女と、流行に疎（うと）いナミのチャットは可笑しかったのですが！
クリック
助演男優、
クリック
熱、短編部門
Misosio（みそしお）さんの「お前のスパチャで世界を救え」と、かたラーメン氏（うじ）です。
この作品はフリーソフトです。

バーチャルQootuber（クーチューバー）、
略してVtuber（ブイチューバー）が人気を博（はく）している世界。
主人公は大人気……とは言えないVtuber「春樹花（はるきげ）にあ」のファンだった。
しかしある日、彼女はすべての動画を消し、行方不明（ゆくえふめい）となってしまう。
失意に沈む主人公だったが、気が付くとその一週間前にタイムスリップしていた。
主人公はコメントや「スパークチャット」、
略して「スパチャ」で彼女を励ましながら、真相を探っていくのだった。

主人公が推すとおり、動いて、笑って、歌う、にあちゃんが可愛いんですよー
コメントが流れて、
スパチャありがとうって言って、
「こんにあー」や「おつにあー」と。このコミュニティでしか通用しない言葉が飛び交う。
本当に実際のVtuber（ブイチューバー）配信のよう……と言ったら偏見でしょうか？

にあちゃん失踪の原因を突き止めるにあたって、調査、聞き込みというのも大事なのですが、
配信で的確なコメントやスパチャをするのも同じくらい重要となります。
（小声で）大きい声では言えませんが……
（大声で）「自分の懐（ふところ）が痛（いた）まずに送る「スパチャ」は最高（さいっこー）ですね！」
……いえ、それを抜きにしても、終盤にスパチャするシーンが熱くてですね。
色々頑張ったものの、いい結末になるかがまったく見えない状況。
そこですべてを吹き飛ばすかのようなスパチャ！　どよめくギャラリー！
とっても盛り上がるシーンでした。
六種類ある結末もバラエティ豊かなもので、一時間ほどで大満足できる作品でした。
クリック

助演男優部門、かたラーメン氏（うじ）です。
主人公と同様、にあちゃん推しで、
オフであった時には初対面ながら、にあちゃん語（がた）りで盛り上がるにあらー同志です。
ちなみに、にあらーとは、にあちゃんファンのことです。
タイムスリップをすぐに信じてくれて色々と協力してくれますし、
とあるエンドでは苦境（くきょう）に陥（おちい）る主人公にどこまでもついてきてくれて、
まさしく、にあらーの鏡（かがみ）でした。
クリック


脚本、ロジック、独創、ＢＧＭ、特殊効果部門
ClosedCircle（クローズドサークル）さんの
「秘密結社からの招待状および挑戦状」です
この作品はブース通販で入手可能です。
クリック
「秘密結社ブラディカ」からの招待状が届き、本拠地の館を訪れた「あなた」は
クリック
メイドの久世千子（くぜちこ）にお世話されながら、
「秘密結社からの挑戦状」と称された物語に介入していくのだった。
クリック
魔法の「魔」に「述（の）べる」や「述語（じゅつご）」の「述（じゅつ）」と書いて
魔述（まじゅつ）を扱う学園に転入した里咲（りざ）が、
曜日の名前を冠した秘密結社の幹部と関わっていく「月曜日だった少女」
クリック
危険な菌を用いた研究を行っている孤島へ、日本人の少女が研究をしに訪れる
「ツァリーツァ、孤島、研究所にて」
クリック
十九世紀のイギリスを舞台にブラディカ伯爵と牧師スノウ、そしてゴリラが謎の病を解明していく
「消えるジャック・ザ・リパー」
クリック
の三つの物語はお色気あり、友情あり、悲劇も喜劇もありでどれも面白く、
クリック
現在のパンデミック、感染症とその流行にも関連する内容で、
今、読むことで、より他人事ではなく感じられるのではないでしょうか？
クリック
フリーＢＧＭやクラシック音楽がまるであつらえたかのように使用されていますし、
このような目を引くビジュアルもふんだんに見ることができます。
クリック
そして、三つの物語を読み終わった後には秘密結社の当主と対峙することになります。
三つの物語の別解釈は興味深かったですし、
さらにはキャラクターとプレイヤーの間にある壁を意識させる展開となり、ぐっと引き込まれました。
クリック
そもそもこの「秘密結社からの招待状および挑戦状」は
この招待状と、
クリック
カギと、ダウンロードカードになっているタグ、というセットになっており、
データのみ、という頒布は行っておりません。
何故かというと、話を進めるために、これらが必要だからです。
クリック
招待状を手に入れて、自分の意志で秘密結社の館を訪れる。
それすらも作品に組み込んだ構成は、とても素晴らしい「体験」でした。
クリック
メイドの千子（ちこ）さんがいるコンフィグ画面が、期間限定で
クリック
こうなる、いう遊び心もあります。
クリック
また、画面右側にずらっとメニューボタンがありますが、
それらが一つずつ
中央下側に敷き詰められて、千子（ちこ）さんのもとへ連なっていきます。
こうした演出も目を見張るものでした
きざはしとなれ
ちなみに本作は過去の同人ゲーム・オブ・ザ・イヤーでも紹介した
「クラウンワークス虚実概論（きょじつがいろん）」とも関連がありますが、
この作品だけでも楽しむことができ、むしろこちらから始める、というのもおすすめです。
干渉能力の残りすべてをささげる
さて、さきほどのもぐもぐを始めとして、
千子（ちこ）さんはほんっとお茶目で、可愛くて、くいしんぼで、
格好良くて、健気でですねー、
プレイする際は存分に大好きになってもらいたいんです。
千子（ちこ）さんアップに
（テンション戻して）…………ただ選択肢を選ぶだけでなく、それこそ、キャラクターと、
プレイヤーの間にあるモニタを壊して、手を伸ばしたくなるほどに。
そうして焦（こ）がれるからこそ見える景色が、きっと、あるはずですから。
クリック


















爆笑、短編部門
クリック
夜は行くさんの「ユーステティア」です。
この作品はフリーソフトです。

「オルガン」という怪奇小説が流行するシガという国
ユーリスは男前でイケボで、
平民からの依頼を安く請（う）け負（お）う、弁護士として人気を集めていた。

しかし彼は、変態だった。
さらには変態の傍（かたわ）ら、
書記のエポニーヌと共に、シモネッタ・オシリスキーという一つのペンネームを使い、
ゴシップや小説を書いて糊口（ここう）をしのいでいた。
ある日、大ヒット作家で貴族のトールトーマ・ミリエル伯爵から、読書会の誘いが届く。
読書会の日、トールトーマはストーカーに付きまとわれているらしいことが判明して……。

あらすじだけでは変態の話としか思えませんが、
その実（じつ）……変態の話です。
メインの登場人物は全員変態です。
なんですが、特に後半は変態の悲哀を描いた、
シリアスな「リーガルミステリー」となっております。
……本当にシリアスなんです！
ぞっとさせられる展開は必見です。

また、ファンタジーな世界観の中にオタク用語がバンバン飛び交うのですが、
登場人物が自然に、堂々と口に出しているので、違和感どころか好ましく感じられました。
Live2D（ライブツーディー）で動く立ち絵も、
優雅な立ち振る舞いのユーリスとトールトーマ、
ちょっと落ち着きのないエポニーヌ、という感じで、
登場人物それぞれの立ち振る舞いが表現されています。

そしてなによりシモネッタ・オシリスキーというペンネーム……天才的ですよね。
「ユーステティア」は今後シリーズ化の予定とのことで……
「シモネッタ・オシリスキー先生の次回作にご期待ください！」
クリック


ここでいったん休憩といたします。
再開は10分後になります。


短編部門、相互不理解さんの「てんがいちかく」です。
この作品はフリーソフトです。
クリック
主人公が目を覚ますと病室にいて、自分が誰かも思い出せなかった。
クリック
そこへ、タイガと名乗る男が入ってきて、
クリック
自分は「幼馴染」で、主人公は事故で記憶喪失になったと告げる。
クリック
タイガは病室を後にし、一日が終わる。
クリック
主人公が目を覚ますと病室にいて、自分が誰かも思い出せなかった。
クリック
そこへ、タイガと名乗る男が入ってきて、
クリック
自分は「サークルの後輩」で、主人公は事故で記憶喪失になったと告げる。
タイガは病室を後にし、一日が終わる。
クリック
主人公が目を覚ますと病室にいて、自分が誰かも思い出せなかった。
クリック
そこへ、タイガと名乗る男が入ってきて、
クリック
自分は「主人公の彼氏」で、主人公は事故で記憶喪失になったと告げる。
タイガは病室を後にし、一日が終わる。
そしてまた、タイガがやってきて……
クリック
プレイヤーは、記憶喪失の主人公よりも早く、
タイガの言っていることが毎回変わっていて、おかしい、と気付きます。
遅れて主人公も、とある手段で気付きます。

するとタイガは……
クリック
「主人公の状況」に対する興味や、
タイガへの不信感、でも、だからと言ってそれを言葉にして伝えてしまっていいのか、
という緊迫感など様々な感情を掻き立てられました。
効果音も内容にしっかり合ったものが使用されています。

ところで、短編部門の作品で、ここまで見せてしまっていいのか？
と思われるかもしれません。
ですが、この「てんがいちかく」のすごいところはここだけではないんです。
クリック
むしろここからが本番です。
主人公は記憶を失う前に何があったのか
大河（タイガ）は何の目的で行動したのか
そしてその明かされ方。
クリック
物語の作りも、主人公と大河（タイガ）の在り方も一筋縄ではいかない、
絡み、よじれているけれども強く、鮮烈な作品でした。
クリック

爆笑、短編部門、相互不理解さんの「もんだいがある▼」です。
[bookmark: _Hlk65908197]この作品はフリーソフトです。
クリック
「ずっと前から好きでした」と須藤（すどう）カズキくんから告白された主人公。
問題は、お互いに一週間前の入学式が初対面なこと、
それと彼が、入学早々、学校中に不良として知れ渡っていること。
クリック
平穏を望む主人公としては断るしかない！　と思ったものの、彼はめちゃくちゃ押しが強くて……

選択肢によってはカズキくん以外にあと二人、仲良くなるルートがあります。
しかしその二人も問題があり。
クリック
まずは掃除用具箱（そうじようぐばこ）から登場する木嶋（きじま）トネリ。
クリック
主人公やカズキのことを笑顔でディスります。
クリック
八重崎（やえざき）ミノリ。可愛いです。
クリック
当然ながら、可愛いだけじゃありません。
クリック
そんな彼らとのやり取りがまた面白くてですね。
主人公が基本ツッコミ役なんですがツッコミ切れずに押し切られたり、ウカツな発言で墓穴を掘ったりしてくれます。

私は十五分ほどで読み終えたのですが、
最後まで一気に読み終えてしまうほどに勢いがあり、
そんな中でも会話の一つ一つが切れ味たっぷりで、可笑しかったです。
クリック
かと思えば主人公一筋なカズキくんと、
ルートによっては彼にほだされてしまう主人公、といったラブな展開も微笑ましくて、
クリック
問題がある人たちばかりのラブコメをめいっぱい楽しむことができました。
クリック
助演女優、脚本、闇部門
質量欠損（しつりょうけっそん）さんの
「そして僕らは世界を壊す」と邑井（むらい）です。
この作品は2014年12月に公開された同名作品のリメイクで、フリーソフトです。

向かって左側、高校三年生の、保志梓（ほし　あずさ）と、
右側、従兄弟（いとこ）で高校一年生の井塚隆之介（いづか　りゅうのすけ）は
クリック
同じ高校に通っていた。
隆之介（りゅうのすけ）は過去、家庭環境のせいでトラウマを抱えており、
梓（あずさ）は頻繁に取り乱す彼をなだめる日々を送っていた。
クリック
しかし、そんな日々は突如終わりを告げるのだった。

明日を拒絶する従兄弟（いとこ）を救うために様々な行動を取っていきます。
隆之介（りゅうのすけ）は梓（あずさ）にべったりで、
周囲の人も、隆之介（りゅうのすけ）が取り乱したら梓（あずさ）に任せます。
しかし梓（あずさ）もまた、隆之介（りゅうのすけ）を献身的に支える自分、
という立ち位置を手放したくないと思っていて、
そうした共依存（きょういぞん）の関係が危うく描かれていました。
また、「仕草」や「顔色」といった描写がとても細やかで、登場人物の精神状態、心理状態が伝わってきます。
その多くが、あまり良くない状況のものなので、
わが事のようにとても息苦しく、重苦しい気持ちを味わうことができました。
クリック
本作は周回プレイが必須で、選択肢によって異なる、しかし変わらない結末をいくつか見届ける必要があります。
クリック
最初の何周かで、なんとかしようとしても上手くいかないという無力感を味わい、
クリック
後半、その感情を抱（いだ）いたまま、
ガラッと舞台が変わるという構成で一気に引き込まれましたし、ラストの展開も印象的でした。
スチルや音楽も美しく、だからこそ悲しくなるもので、
シナリオも、登場人物たちの想いも、胸に響く作品でした。
クリック
助演女優部門、向かって右側、邑井（むらい）は主に後半、出番があります。
自分の幸せよりも、「好きな人のこと」のみを考えて行動するとっても一途な娘で、
クリック
でも決して迷わずそうしたわけではなく、
好きな人にそばにいてほしい、という葛藤をひたすらしたうえでの行動、というのが切ないです。
クリック
こんな一途な娘を優先しないなんて……誰かさんは罪深いにもほどがある！　と思いました。
クリック
独創部門
木製3秒間（もくせい　さんびょうかん）さんの
「手は口ほどに物を言う」です。
この作品は乙女フリーソフトです。
その高校には「有志（ゆうし）ムービー製作委員会、」
通称ユビ委員会という、
学校紹介ムービーを生徒たちの手で作る委員会があった。
クリック
昨年のムービーに不本意な映り方をしてしまった高校二年生の主人公は、
制作する側になればそんなこともないだろうと、
ユビ委員会に参加を決めるのだった。
「手は口ほどに物を言う」というタイトル名、先ほどのタイトル画面、
そしてユビ委員会という略称からピンとくる方もいるかもしれませんが、
クリック
この作品、登場人物が「手」しか表示されません。
クリック
このようにして、感情が表現されていきます。
クリック
恋愛対象は、
常に手袋をしていてキラキラオーラを放つ転校生、中宮央司（なかみやおうじ）、
クリック
幼馴染ながら最近疎遠な、無口でがっしりとしている差野示佑（さしのしめすけ）
クリック
中学の部活が同じで針金細工のような体形の先輩、薬師寺環（やくしじたまき）の三人。
見ての通り、手だけでもそれぞれの個性がはっきりわかるかと思います。
クリック
本当に最後まで手しか表示されず、スチルもこんな感じなのですが、
だからこそ想像力が刺激されて、
それぞれの場面での情景をありありと頭に浮かべられ、
クリック
嬉し恥ずかしな恋愛を深くまで堪能することができました。
それにしても学校紹介ムービーを生徒たちだけで作って、
それが伝統になっている、というの、なんだかすごく良いですよね。
きっと、卒業してもいい思い出になるんだろうなあと思います。
クリック
ま、こんな場面を見ると爆発しろ、とも思いますが！
クリック




主演男優、主演女優、楽部門、
水温25℃（すいおんにじゅうごど）さんのリベリオン・ヒーローズと
浅利（あさり）ほのか、桐生（きりゅう）ヤマトです。
この作品は乙女フリーソフトです。

善役と悪役に分かれて闘い、お互いのバッジを奪い合う「ヒーローごっこ」が
世間から野蛮と思われながらも流行している世界。
高校生の浅利（あさり）ほのかは、同じ学校に通うちょっと不良な桐生（きりゅう）ヤマトと共に、
放課後「ヒーローごっこ」をしていたが……　という現代ファンタジーな恋愛ノベルゲーム。
クリック
ほのかは柴犬が大好きなのですが、ヤマト君は柴犬の半獣で、
クリック
柴犬の姿になると犬（いぬ）っ可愛（かわい）がりされます。
それがヤマトに、自分のことが好きなのか、
ただ柴犬全般が好きなのかやきもきさせる良いアクセントになっていました。

ちなみに作中には出てこないものの、半獣以外にも魔法やドラゴンとかが存在していて、
サークルさんの過去作と同じ舞台とのことです。
クリック
「ヒーローごっこ」ではこうしたカットインも入ったりしながら、楽しそうに遊んでいて、
クリック
童心に帰ったかのようにワクワクさせられますし……といいつつ
この不健康そうなお兄さんの「ヒーローごっこ」での名前はソーシャルドッグ、
つまり社会の犬です。世知辛（せちがら）いですね……
クリック
可愛らしい絵柄や、スタイリッシュなシステムデザインにもとても好感が持てます。
ヤマトのクラスメイト達や
クリック
ほのかの兄もいいキャラでした。
兄エンドもあるので兄と妹（いもうと）好（ず）きな方にもおすすめです。
クリック
ほのかもヤマトも、
クリック
過去、あまり幸せでなかった時期があるのですが、
クリック
二人がいまは毎日楽しそうにヒーローごっこしていて、心底よかったなあと思えました。
そのうえ、ただでさえ序盤から仲が良いのに、両想いになるとさらにさらに仲が良く、あまあまらぶらぶになって、
クリック
それを眺めていて、ああもう、大好き！　と悶（もだ）えたくなるほど幸せな気持ちになることができました。
これからもずっと、ずーっと仲良く楽しくしていってほしいです！
クリック
主演女優、短編部門
塩原（しおはら）しのぎさんの「好きだ！」と主人公です。
この作品は乙女フリーソフトです。
クリック
文化祭の十日（とおか）ほど前から物語は始まります。
高校二年生の主人公は、
クリック
一年生のころから仲の良かった同じクラスの津田滉斗（つだひろと）と廊下でぶつかり、
押し倒してしまいます。
クリック
そして、初対面のちょっと軽薄な後輩、小野寺陽（おのでらひかる）と廊下でぶつかり、
押し倒してしまいます。
クリック
そして、初対面の穏やかな先輩、「桐島（きりしま）りつ」と図書室でぶつかり、
押し倒してしまいます。
彼ら三人と関わりながら文化祭までの日々を過ごします。
……押し倒してばっかりなんですが、男どもは特に主人公をかばって下になったわけではなく、
むしろ主人公の方が、のしかからないように庇（かば）っているんです。
クリック
コンセプトは「男女逆転少女漫画」とのことで、
主演女優部門、女の子の主人公が格好良くて、強くて、細かいことは気にしません。
クリック
虫を怖がる先輩がいれば虫を蹴っ飛ばし、
男がケガをすればお姫様（ひめさま）抱（だ）っこやおんぶで保健室（ほけんしつ）まで運び、
自転車二人乗りをすれば漕（こ）ぐ方で、坂道もなんなく登ります。
……一言で表すなら「豪傑（ごうけつ）」でした。
クリック
主人公に振り回され、そして格好良さに恥じらう男性陣もまた可愛くて思わず笑顔になってしまいます。
クリック
壁ドンだってしちゃいます。
モブキャラもいい味出していて、
クリック
文化祭でメイド喫茶をやることに情熱を賭ける委員長や、
立ち絵のないモブのくせして攻略ルートがあるやつもいます。
クリック
また、好感度や過去の行動で台詞などが細かく変化するよう作りこまれていました

主人公の格好良さ、男性陣の可愛らしさ、モブの「ノリの良さ」が詰まった作品でした。
クリック


爆笑部門、
Himbeere（ヒンベーレ）さんの「リアルもマンガのようにいきたいっ！」です。
この作品は乙女18禁でＤＬ販売で入手可能、体験版もあります。
クリック
田舎から上京してきた村岡梅（むらおかうめ）、ちなみに名前変更可能です。は、エロ漫画家。
クリック
しかし自信作をSNSで抜けない、と言われて、落ち込んでしまう。
クリック
幼馴染でオタク友達の森永久臣（もりながひさおみ）や、
クリック
バイト先の常連客で実は大好きな漫画家だった井村銀護（いむらぎんご）と仲良くしていく中で、
クリック
再び創作に打ち込んでいくのだった。
主人公がですね、非常にムチムチです。
胸もお尻もでかいです。
クリック
こんなことになったりします。
クリック
こんなことにもなったりします。
Hシーンも肉感的なことになっております。
クリック
また、久臣（ひさおみ）、銀護（ぎんご）さん、どちらのルートもとっても相思相愛で、
あったかい気持ちになることができました。

さて、この主人公、良いエロ漫画を描きたいという想いには並々ならぬものがあります。
その気持ちが行き過ぎてしまうあまり、
編集さんとの打ち合わせ中に周囲のことを考えずに大声を出してしてしまうこともしばしば。
そして打ち合わせで話していることはエロ漫画のことであるため、
クリック
当然こうなります。
……このセリフ見えますかね？
見えない方がいるといけませんので
クリック
拡大しました。
ちなみにこのセリフはネタバレにならない当たり障りのないところを選んでおり、
他にもさらにとんでもないセリフを言っていたりもします。
クリック
そちらはプレイしてのお楽しみということで、
至って真剣に言い放たれる淫語の数々に笑いながらも
ここまで本気で漫画に向き合うなんて……と感動すら、覚えました。
クリック
脚本、闇部門、
サキュレントさんの「ドブ川（がわ）に散（ち）りぬ初恋（はつこい）の」です。
この作品は乙女18禁でＤＬ販売、同人ショップなどで入手可能、体験版もあります。
クリック
幼いころからチクリ屋で、周囲に疎まれ孤立し、いじめを受けるようになった風早　秋奈（かざはや　あきな）は、
名前をいじると癇癪（かんしゃく）を起こす同じクラスの榊　春一彦（さかき　はるいちひこ）と
読書趣味がきっかけで親しくなり、
いじめられている仲間同士、同じ物の見方ができる者同士として傷をなめあうように二人過ごしていた。
クリック
中学に上がってもそれは変わらなかったが、恋人になることは秋奈の方から拒んでいた。
やがていじめはエスカレートし、秋奈の親は引っ越すことを決め、二人は離れ離れになる。
クリック
七年後、元の町を訪れた秋奈は、春一彦と再会するのだった。
ご覧いただいている通り、
クリック
タイトル画面以外に登場人物のビジュアルはないのですが、
生々しい描写でそれぞれの場面がありありと脳裏に浮かび上がってきました。
クリック
さらに秋奈と春一彦のボイスが血を吐くような叫びや、震える声など
魂がこもりまくっていてより二人の気持ちが伝わってきます。
クリック
本編外ですがぜひ聞いていただきたいのが
最後まで読んだ後に聞くことができる秋奈役、今谷皆美（いまやみなみ）さんのおまけボイス。
本編に勝（まさ）るとも劣（おと）らない気持ちのこもったもので、圧倒されました

そして、「ドブ川（がわ）に散（ち）りぬ初恋（はつこい）の」のキャッチコピーが、
クリック
「処女じゃないなら死んでくれ」です。
実際に春一彦（はるいちひこ）君が作中で秋奈に言い放ちます。
このセリフだけを見ると、処女厨の独善的な言葉としか思えません。
しかし中学までの二人の関係性や現在の二人の状況を前提とすると、
「処女じゃない」はこのうえなく致命的なことである、と納得させられるもので、
そう思わせる物語の組み立てが巧みでした。

とても親しかった二人の、七年ぶりの再会。
そんな感動的なはずの出来事がたった一つのことで崩れ去ってしまう
呆然とし、乾いた笑いをするしかなくなる作品でした。
クリック



主演男優、穏やか、爆笑、ＢＧＭ部門
サキュレントさんの「痴者（ちしゃ）の夢」と一条正宗（いちじょうまさむね）です。
この作品は乙女18禁で同人ショップ、ダウンロードショップなどで入手可能。体験版もあります。
クリック
母子家庭で、母と、あまりうまくいっておらず、友達もいない高村（たかむら）のどかは、
母と険悪になって家を飛び出した雨の日、
クリック
一条正宗（いちじょうまさむね）と出会い、彼の家に転がり込む。
クリック
正宗（まさむね）は近所で有名な「両親の遺産で働かずに暮らしている人」で、
のどかは彼の妙なこだわりに振り回されながらも、懐（ふところ）へと入っていくのだった。
三十路（みそじ）の独身男と、ひとりぼっちの女子学生が一つ屋根の下、暮らしていきます。
クリック
のどかと母親の関係や、正宗（まさむね）の世間体（せけんてい）、
二人の犯罪的な年の差など、いくつかの懸念（けねん）がありますが、
それはそこそこに、おおむね二人が穏やかな日常、そして多少爛（ただ）れた日々を送ります。
音楽もゆったりめの、安らげる曲調で
同時に思索（しさく）にふけるようなイメージも感じられ、話の内容にとても合っていました。
クリック
主演男優部門、一条正宗（いちじょうまさむね）は
かなり卑屈だったり小心者だったり、様々なこだわりや偏見を持っていたりするのですが、
クリック
このあたりの画像のようなセリフを
独特の言い回しで偉そうに言うたくさんあり、
情けなくもわりと同意できる内容で可笑（おか）しくて。
のどかがそこにツッコミんだり、逆に煙（けむ）に巻かれたりするのも笑えます。
ノミネートページのコメントにも書いたのですが、
「働かずに食う飯（メシ）はうまい」の精神は積極的に見習っていきたい所存（しょぞん）です。
クリック
あとわりと「おしり」でいたすシーンが多くて、
特に「にがうり」を使用する場面はお見せしたかったのですが涙を呑んであきらめました。
エロくて、かつ面白い場面なんです！
クリック
そんなこともありながら、二人がおいしいものを食べたり、掃除したり、おいしいものを食べたり、
気を遣（つか）いあったりしているのがとても心地よくて、浄化（じょうか）される思いでした。
……ま、そのかわりの煩悩はたくさん入ってくるんですけどね！
クリックお姫様？だっこ
ラストも一般的にはあまり褒められたことではないかもしれませんが、
この二人なら、と大いにうなずけるもので、
二人なりの穏やかで、笑えて、幸せな時間を味わうことができました。
クリック
主演男優、心、熱部門、
冬のいもうとさんの「産形邸（うぶかたてい）の六天狗（ろくてんぐ）」と
黒塚一動（くろづか いちどう）です。
この作品は女性向でＤＬ販売で入手可能、体験版もあります。
クリック
大学生の「青山（あおやま）せつな」は蔵整理（くらせいり）のバイトとして訪れたはずの屋敷で、
産形家（うぶかたけ）の跡取りを決める儀式、「六天狗（ろくてんぐ）」に参加させられてしまう。
クリック
六人の候補者が六日間（むいかかん）を過ごし、天狗様に選ばれた者が家督（かとく）と全財産を相続する。
クリック
しかし、なにをすれば選ばれるのかは一切不明。
クリック
そうして開始された「六天狗（ろくてんぐ）」だったが、次々と候補者が殺されていく。
クリック
せつなは参加者の一人、黒塚一動（くろづか　いちどう）と共に、これ以上誰も死なないように行動していくが……
クリック
屋敷に閉じ込められ、外部と連絡が取れない状況で起こる連続殺人。
ミステリ好きなら灰色の脳細胞がうなる展開かもしれませんが、一筋縄ではいきません。
犯人は？　動機は？　トリックは？
考える「せつな」とプレイヤーを翻弄するかのように物語は展開していきます。
クリック
その場その場で納得できる推理や、うなずける言葉がありながらも、
次の瞬間にはひっくり返される。
最初から最後まで、この先どうなるんだろう、と思わせられました。
クリック
そして、最後に待つのは一世一代の大勝負。
どんなにしっかり計画を立てても、最終的には気合と度胸。
願いをかなえるために因果に立ち向かうさまは、ただただ熱かったです。
クリック
主演男優部門、黒塚一動（くろづか　いちどう）は初対面のはずのせつなに最初から協力的で、
クリック
……まあ、せつなの胸を揉みしだくなどのセクハラは仕掛けてきますが、
何よりもせつなのことを優先してきます。
……裏があるのではと思うほどに。
クリック
ええ、裏はあるんですが、それでも、いえ、だからこそ、行動と思いが胸を打ちます。
せつなと切っても切り離せぬ、尊い関係でした。
クリック



助演女優、楽、爆笑、短編部門、しぐれいんさんの
「毒味（どくみ）メイドと嫌味（いやみ）シェフ」と、陛下（へいか）です。この作品は女性向けフリーソフトです。
クリック
皇帝陛下の毒味係（どくみがかり）として働くメイド、ユーリャ・アシュフォード（名前の変更が可能です）は、
陛下の食事を作るシェフ、システィから嫌味を言われ、反撃する、という毎日を過ごしていた。
クリック
そうなってしまったのは最初の出会い方のせいで。
実際にはシスティのことが大好きながら、この関係を壊したくなくて現状に甘んじていた。
システィもまた、ユーリャのことが好きで。
クリック
お互い片思いな二人を見かねた陛下は、一計を案じるのだった。
クリック
もうですね、素直になれないけれども、好きが漏れ出ている二人がいじらしくて、可愛くて、ニヤニヤしっぱなしでした。
クリック
嫌味、というといいイメージがないですが、システィに関しては言った後に後悔したりフォローしたり、
そもそもなんというか……嫌味のない嫌味なんですよね。微笑ましさを感じさせるものでしかありません。
クリック
ユーリャも黙っていれば超美人なのですがこんな目をして
ギャーー！　とかゲェーーー！　とか叫んだり、青筋（あおすじ）立てたりして、親しみやすさたっぷりで可愛らしいです。
クリック
また、二人のほかにも城内でカップルが成立していく過程を堪能することができます。
クリック
そんなお城の主（あるじ）が、助演女優部門、我らが陛下です。
華（はな）やかな容姿（ようし）と、苛烈（かれつ）な政治手腕（せいじしゅわん）、それでいて親しみやすい人柄で
全帝国民から支持されているお方ですが、真実（しんじつ）の姿は…………
クリック
お節介（せっかい）……いえ、恋のキューピッドです。

「カップルの仲人（なこうど）となるのは我（われ）のライフワークなのでな」

という本人のセリフ通り、城内でくっつきそうな二人を見つけるとテンションぶち上げで嬉々として首を突っ込み、
あれこれアドバイスと、権力に物を言わせたお膳立てをしてくっつけようとします。
この通り、頬を紅潮させ、汗まで垂らして迫ってくる「圧」が尋常じゃありません。
その恋を応援……というか全力で背中を押してくっつけようとする様がとっても笑えて、楽しかったです。
クリック
今回その標的となったのが、娘のように可愛がっているユーリャなので、いつもよりさらに本気です。
クリック
……ユーリャとシスティはどんな結末を迎えることになるのでしょうか？
エンディングやおまけシナリオでも陛下は楽しそうにカップルを成立させようとしていて笑えましたし、
陛下大好き！　一生ついていきます！　という気持ちにさせられました。
クリック
主演女優、心、穏やか、ロジック部門、背泳（ハイエイ） さんの
うみをはむです。
この作品は、女性向フリーソフトです。
クリック
「ディネイ」という島国の民間信仰、「ファダム」の寺院で管理者をしているファメイが、
クリック
「従者」という役職のヨウと親しくなっていきます。
その中で、先住民族（せんじゅうみんぞく）の信仰や、
クリック
海を隔てた大陸にあるメラ教という信仰が関わってきます。
クリック
登場人物や地理、信仰に関することはこうして解説もされていますし、
作中でも、順を追って丁寧に情報が提示されるため、
混乱せず、「うみをはむ」の世界に入り込むことができました。
クリック
また、登場人物たちは様々な場面で、それぞれが信仰しているものに基づいた行動をしていくのですが、
信仰についての前提が頭に入っているため、
その行動が自然な、あるいは仕方のなかったことであると実感することができました。
クリック
「うみをはむ」の舞台は服装や背景画像からもわかるかと思いますが温暖なところで、海のそばです。
音楽もどこか湿度と穏やかさを感じる曲が使用されていますし、
クリック
テキストも情景や心情描写が細やかで、幻想的ながら確かにそこに人が暮らしている、と思えて、
読んでいてゆるやかで心地よい時間を味わうことができました。
クリック
それから、「うみをはむ」の「うみ」には（イントネーション）「海」と「生み」といった感じで、
別の意味が持たせられている三つのルートがあります。
どのルートも味わい深いのですが、最終ルートの信仰を表現したスタッフロール演出がお気に入りで、
そうしたところまで含めて、すべての要素が「うみをはむ」の世界に合わせて作られていました。
クリック
主演女優部門、主人公のデフォルトネーム、ファメイです。
彼女は人に重要なことを告げようとするとき、本当にそれは相手のためなのか、
自分の気持ちを軽くするためではないのか、と思い悩みます。
クリック







作中で気にしいだと評されていますが、
それがうじうじ、という方向ではなく誠実さとして描かれていてとても好ましく感じました。
かと思えば、ヨウさん相手にはズバッとものを言ったりしてくれて、
ヨウさんもまあ結構めんどうくさい人なので、
よく言ってくれた！　と思えました。
そんな主人公とヨウさんはとってもお似合いで、二人と、二人が生きるこの世界が本当に愛（いと）おしかったです。
クリック

それにヨウさんはギザ歯なので、そんなキャラが好きな方にもおすすめです！
クリック
あとヨウさんのここの隙間、めっちゃ色気あると思うのですがどうでしょうか？
私は最初から最後までくぎ付けでした。
クリック




























脚本、心、闇、泣き部門、日々雲隠れ（ひびくもがくれ）さんの「鼓草（つづみぐさ）」です
この作品は女性向15歳以上推奨フリーソフトです。
クリック
昭和十八年・夏、麻田綿子（あさだわたこ）は
クリック
軍医として戦争に行くことがほぼ決まっている絹本（きぬもと）尚太郎（なおたろう）に嫁（とつ）ぐ。
短い期間ながら、お互いを大切に思うようになる二人。やがて尚太郎（なおたろう）は戦地へ赴（おもむ）き、
クリック
綿子（わたこ）は彼の両親と、弟の芳次郎（よしじろう）と共に、空襲に怯えながらも日々を過ごしていくが、
ある知らせが届き……
クリック
同人ゲーム・オブ・ザ・イヤー2016にもノミネートした過去作「らいと　らいと　らいと」の
クリック
作中でらいと君が制作した同名の
クリック
乙女ゲーム体験版を完成させた作品になります。
クリック
また同じく過去作「りんかね」とも少し関連があります。
クリック
戦中・戦後を舞台にした三角関係。そして恋愛対象は兄弟です。
これだけでも胃がキリキリしてきます。その上、三人は誰も悪くないのに、
それぞれが一大決心をしたときに限って、普段ならおめでたいことが最悪のタイミングで起こります。
どんな選択をしても、みんな傷付き、傷付けます。
……個人的には、より優柔不断な選択をしていただけると、より地獄を味わえるかと思います。
クリック
尚太郎（なおたろう）と愛をはぐくむ様子や、彼への後ろめたさを感じながらも、
クリック
芳次郎（よしじろう）の献身（けんしん）や気遣（きづか）いに惹かれていく過程が、
自然に、丁寧に描かれていて三人の気持ちが伝わってくるからこそ、よりいっそう、つらいです。
「戦争が……戦争がみんないけないんだ……！」と嘆（なげ）くこと請け合いです。
だからこそ……面白かったのですが……！
クリック
また、綿子（わたこ）が嫁いだ先は医者の家だったため、他の人々よりは若干良い暮らしができているのですが、
それでも段々と物が手に入らなくなったり、医者だからこその苦労があったり、
クリック
女性は黙って男に従えという風潮が強かったり。
クリック
そんな、綿子（わたこ）たちが戦中・終戦直後に生きているのだ、と感じられるところも素晴らしくて、
クリック
空襲による直接的な命の危機だけでなく、心が少しずつ潰（つぶ）されていく様が、ひしひしと伝わってくる作品でした。
クリック
主演男優、美術部門
[bookmark: _Hlk73906535]「アト」さんの偏狂変人恋愛論（へんきょう　へんじん　れんあいろん）と六路星幸（ろくろ ほしゆき）です。
この作品は女性向、ＢＬ、15歳以上推奨フリーソフトです
もうこのビビットな色使いと
クリック
スタイリッシュなキャラグラフィック、最高ですね。
クリック
おまけページもこのセンスの良さです。
クリック
向かって左下、柊美夜斗（ヒイラギ　ミヤト）は不良だった過去のせいで、
右側、六路星幸（ろくろ ほしゆき）以外の友人がいなかった。
彼女がいればもっと楽しい毎日が送れるかも、とこぼしたミヤトにホシユキは、
「誕生日に彼女をプレゼントする」と言ってきたのだった。
クリック
ミヤトの彼女になりたいと思っていた三人の女の子のうち一人とお試しで付き合い、
一週間後、正式に付き合うかどうか選択します。
クリック
三人とも、ヤバい恋愛論の持ち主で、
一人目からもう付き合うなんて無理！　と思えるんですが、
二人目、三人目も別方向なヤバさで、マンネリにならない、「付き合うのは無理！」という感情を味わえました。
三人とも面白かったのですが、それ以上に強烈なのが、
クリック
主演男優部門、ミヤトの友人、六路星幸（ろくろ ほしゆき）です。
彼はミヤトのことを愛していると公言（こうげん）して憚（はばか）らず、
毎日ラブレターを出したり、愛の言葉を叫んだり、ミヤトの服をクンカクンカしたりします。
クリック
でもミヤトの幸せが最優先で、彼女を紹介したのも幸せになってほしいから。
そのミヤト至上主義、クソデカ感情は何よりも印象的でした。
しかし、
クリック
二年半前に公開されたバージョンでは、ホシユキルートがないんです。
なんたる生殺し！
画竜点睛（がりょうてんせい）を欠くとはまさにこのことだ！　と天（てん）を仰（あお）いで嘆（なげ）きました。
そしてついに2020年4月、ホシユキルートが追加されました。
これで勝ったも同然です！
ホシユキの重たすぎる愛をたっぷり読むことができましたし、
ミヤトも素直になれないだけでホシユキのことが大好きで、
クリック
そんな二人の、幼い頃の出会い、互いの境遇、
好きになる瞬間、
クリック
困難、困難、困難、
通じ合う心と、相手を想うがゆえに自分を犠牲にしてしまう行動。
クリック
重くて深くて尊い二人の恋愛をこれでもかと浴（あ）びることができます。
クリック
好きすぎるあまりの言動が可笑しくも、心から、二人は幸せになってほしい、と思える愛を感じられました。
クリック


































独創、歌曲部門
Niche Position（ニッチポジション）さんの
少年（しょうねん）よ雄乳（おちち）を搾（しぼ）れ 　boys CHIKU-be ambitious（ボーイズ　チク　ビー　アンビシャス）と、
OPの歌「飛ばせ！ Be ambitious（ビーアンビシャス）」です。

「ボーイズ　チク　ビー　アンビシャス」……名言（めいげん）ですね。
この作品はBL18禁で同人ショップ、ダウンロードショップで入手可能です。
クリック
男子から雄乳（おちち）が出る世界。
この「おちち」はタイトル通り、オスのニュウと書いて「おちち」と読みます。
その世界では「スポーツ搾乳（さくにゅう）」が人気を博（はく）していた。
ジュニア大会優勝者の中野育（なかのはぐむ）は
クリック
永岡牧（ながおかまき）と
クリック
重原大樹（しげはらたいき）、二人の幼馴染と共に
クリック
シニア大会での優勝を目指し「スポーツ搾乳（さくにゅう）」の名門校へ進学するのだった。
「スポーツ搾乳（さくにゅう）」とは、雄乳（おちち）を出す「セレクティブメイル」、通称ＳＭ（エスエム）と
ＳＭ（エスエム）の雄乳（おちち）を絞る「テクニカルメイル」通称ＴＭ（ティーエム）がペアとなって行う競技です。
クリック
種目は雄乳（おちち）の射出速度と射出までの時間を計測する「ドギースタイル」と
量と濃度を計測する「パイルドライブ」があり、二種目合計のポイント制で勝負が決まります。
クリック
ちなみにこの世界の男子は年齢を重ねると、やがて雄乳（おちち）が出なくなってしまいます。
「スポーツ搾乳（さくにゅう）」とはそんな一瞬の煌（きら）めきが美しい青春なのです！ 
歌始まる
主人公たちは栄誉ある「ミルククラウン杯」優勝を目指していきますが、
強豪校ゆえ、部内での厳しいレギュラー争いがあります。
また、「スポーツ搾乳（さくにゅう）」界も良い人ばかりではありません。
精神状態によって雄乳（おちち）の質は大きく左右されますし、
練習をしすぎてもオーバーワークで良い結果は残せません
未知なる場所へ
しかし主人公は、幼馴染のペアと共に、時には迷いながらも進んでいくのでした。
OPの歌「飛ばせ！ Be ambitious（ビーアンビシャス）も、
さわやか　かつ　熱いメロディで歌われる
「目指すのはその頂点」」
「飛ばせ　さあ　ビー　アンビシャス　誰より遠くへ」
といった歌詞を見ると、青春！　という感じがしますね。……歌詞だけを見ると。
サクトリアルハンド
各キャラクターには「雄乳（おちち）のナイアガラ」や「野生のコンデンスミルク」
といった二つ名が付いているところも、人気スポーツらしいです。
そんな「少年（しょうねん）よ雄乳（おちち）を搾（しぼ）れ 　
boys CHIKU-be ambitious（ボーイズ　チク　ビー　アンビシャス）」
であなたも青春を感じてみませんか？
終わったらクリック




































主演男優、脚本、ムービー・動画、
クリック
歌曲部門、B-cluster（ビークラスター）さんのRe;quartz零度（りくおーつ れいど）です。
この作品はBLで同人ショップ、ダウンロードショップで入手可能、体験版もあります。
タイトル消える
「教会」が世界の大部分を支配している世界。
教会の暗部（あんぶ）を担（にな）う「組織」には、殺されても翌日の０時（れいじ）に蘇ったり、
特定の条件を満たすと同じ日が続く「リセット世界」を起こすことができたりする「サヴァン」という者たちがいた。
その一人、ユニは極東（きょくとう）へ派遣されるが、到着早々何者かに殺されてしまう。
能力で蘇ると、そこは翌日ではなく同じ日で、リセットが発生していた。
ユニは自分を殺した犯人と、リセットの原因、二つを探っていくのだった。
アニメーション始まる
「登場人物は全員嘘つき」な物語。
ルートありの登場人物は四人いて、それぞれに「表ルート」と「裏ルート」が存在します。
「表ルート」「裏ルート」があるっていうと、裏で初めてきつい展開になるのでは、と思いますが……両方きついです。
とある嘘におおむね終盤まで気付かないのが表ルートで、序盤で気付くのが裏ルート、
最後に手ひどく裏切られるか、最初に裏切られてどんどん深みにはまっていくかの違いでしかありません。
ケセナイカラ　でクリック
ボーイズラブではあるものの、愛以上に憎しみや執着が強く描かれていました。
それも愛なのかもしれませんが。
一部ルート制限がかかっており、終盤にしか読むことができないルートは
クリック
ループであることが存分に生かされた内容で、一気に引き込まれました。
ボイスは小林 裕介（こばやし ゆうすけ）さんや
森川智之（もりかわ としゆき）さんをはじめ、有名な声優さんがキャスティングされています。
クリック
ビジュアルや、先ほどご覧いただいた動きが豊富なOPムービーも目を引きますし、
実写の風景が流れる二種類のエンディングムービーと歌も、いい余韻を感じられました。
クリック
また、同じ世界観が舞台のRe;quartz（りくおーつ）のパラレルワールドという位置づけで、
本作のみでも問題ありませんが、前作を読んでいるとより楽しめるのではないでしょうか。
クリック
主演男優部門、マナはユニの後輩でユニと同じくサヴァンです。
サヴァンは基本的に敬われていますが、マナは汚れ仕事ばかりを務（つと）め、
「穢（けが）レ」と呼ばれて畏怖されながらも忌み嫌われています。
クリック
そんな彼の行動原理は「せんぱいであるユニのため」のただ一点。
まあ、「ユニが思うユニのため」ではなく「マナが思うユニのため」ではあるのですが、その是非はともかく。
ユニを「利用しよう」「手に入れよう」とするような嘘にまみれた物語の中で、
その献身は穢（けが）レどころか、とても美しかったです。
クリック
心、
クリック（押してから流れるまでちょっと時間かかる）
熱、穏やか、闇、楽、ムービー・動画、歌曲、ＢＧＭ、美術部門、
ADELTA（アデルタ）さんの　ウウ　ウルトラＣです
この作品はBL18禁でＤＬ販売、同人ショップで入手可能です。
舞台は昭和四十五年。人が怪獣となってしまう感染症が発生し、
怪獣を倒すイカロスというヒーローも存在していた。
タイトル消える
祖師谷（そしがや）に住む籠目正太郎（かごめ しょうたろう）は彼氏の狐塚明（こづかあきら）と同棲していたが、
怪獣の血を浴びてしまい、日常が変わってしまう。
１９７０年前後の漫画、アニメ、特撮、ドラマや、それを取り巻く世相（せそう）がこれでもかと盛り込まれ、
そうしたカルチャーに詳しい方はもちろん、私みたいにあまり詳しくなくても、
どこかで見たことがあるような……と楽しむことができました。
蝶番さん消える
物語は三話構成で、それぞれメインとなるカップルが異なり、
昭和四十五年に起こった出来事が、それぞれの視点から語られていきます。
笑いあり涙あり熱血あり絶望あり愛情ありで、
BGMも昭和を感じさせる曲が多く使用され、舞台に良く合っています。
膨大かつ美しいスチルの数々も必見で、
その多さは、スチルが連続で切り替わっていってアニメーションしている、と思わせられることもしばしばでした。
昔のタッチ
美しいだけでなく、当時のアニメ、漫画を彷彿とさせるタッチになることもあり、ニヤリとさせられます。
各ルートごとに歌もあり、それぞれのルート、二人の関係性を象徴する歌でずっと聞いていたくなりましたし、
今ご覧いただいているOPをはじめとしたムービーも見どころたっぷりです。
ライダーポーズ
私のサイトでも書きましたが、昭和という時代やそこで生まれたものが大好きなんだろうな、
そして、大変なこともたくさんあったはずですが、
作っていて楽しかったんだろうなということが読んでいてひしひしと伝わってきました。
そんなたっぷりの愛情に満ち溢れた、とっても面白い作品です。

ちなみに私は
クリック
この蝶番（ちょうつがい）さんとベルちゃんがお気に入りで、
向かって右の蝶番さんは基本うさんくさいんですが、この二人が揃うと、
なんだかんだ、めちゃくちゃ純愛していて……大好きです！
クリック
もちろん正太郎（しょうたろう）と明（あきら）もお似合いの二人でしたし、
クリック
最終ルートのメイン、主演男優部門、鞘師十郎（さやしじゅうろう）も……目が死んでますね。
彼は人気俳優、かつ怪獣を倒すヒーロー、イカロスのリーダーなんですが
そんな立派な肩書とは裏腹、彼の頭には、
クリック
幼馴染のヨミ、「大好き」、しかありません。
が、二人の間にはとても大きな壁があります。
それを何とかするためならどんなことでもしてしまう、たとえ全てを敵に回すとしても。というヤバすぎる愛の持ち主でした。
クリック
助演男優部門、タロウは十郎（じゅうろう）のペットのようなお供のような相棒のような存在です。
クリック
すぐヤバい方向に向かっていく十郎を中和してくれるような見た目通りの能天気さに癒されました。
まあその正体が……ちょっと変態的では、あるのですが。
クリック
助演女優部門、宮本羽蘭（みやもと​うらん）、羽蘭（​うらん）ちゃんです。
主に第二話、蝶番（ちょうつがい）さんとベルちゃんシナリオで活躍するのですが、
それ以外の話でも色々と引っ掻き回してくれて、「見ている分には」とっても楽しかったです。
クリック
実は股間に「付いている」のでこの部門でいいか迷ったんですが、
胸も本物で、でっかいですし、股間の方は小さいそうなので、ま、いっか！　と思いました。
クリック

以上でノミネートされた作品の紹介を終了いたします。
10分間の休憩をはさみまして、授賞作発表へ移りたいと思います。
また、この休憩時間にはムービー動画部門ノミネートのムービーをもう一度流します。
よろしければノミネートサークル様は17:00からの
「ノミネートサークル様から一言」までに
Discord、web拍手、ツイッターのDM・リプライ等でコメントをいただければ幸いです。

それでは、10分間休憩です。
ディスコードを音量ミキサー０にして休憩中別PCで聞きながら音量テスト



休憩中に受賞コメント時の前に出て行き方説明
受賞作一覧会場で貼り出す

二本のマイクを使う。
二台でやる場合は、OBSのマイク音声を切る
一台の場合はそのまま


休憩時間中はムービーの音量別の階に響かない程度に。
配信とはタイムラグが発生する可能性がありますので、
受賞作についてオンライン上で発言する際は作品名を伏せるか、
もしくはオンラインの空気を読んで配信で流れたと思った後に発言をお願いいたします。
授賞作発表
お待たせいたしました。いよいよ授賞作の発表です。
基本的な流れ
まず、主演男優部門は
（ドラムロール）
●●（サークル名）さんの○○（作品名）です。
（授賞理由を説明）
基本的な流れここまで



主演男優部門候補はこの9人です
クリック
「アト」さんの偏狂変人恋愛論（へんきょう　へんじん　れんあいろん）六路星幸（ろくろ ほしゆき）です。
クリック
とにかく美夜斗（ミヤト）美夜斗（ミヤト）美夜斗（ミヤト）美夜斗（ミヤト）
クリック
愛する美夜斗（ミヤト）のためなら彼女だって紹介します。
クリック
そして２０２０年度、満を持して実装された星幸（ほしゆき）シナリオでは、
クリック
星幸（ほしゆき）のクソデカ感情をめいっぱい味わうことができました。
クリック


助演男優部門候補はこの４人です
クリック
Misosio（みそしお）さんの「お前のスパチャで世界を救え」、かたラーメン氏（うじ）です。
クリック
にあちゃんを好きな者が出会ったらにあちゃん語りをせざるを得ない。
主人公にとってかけがえのない同志（どうし）です。
同時に、にあちゃん行方不明の真相を探る上で重要な情報提供者ですし、
あまり良くない結末でも苦楽（くらく）を共（とも）にしてくれる親友（とも）でした。
クリック


主演女優部門候補はこの7人です
クリック
丹綿樫[あかし-わたがし]さんのフィルム・ラプンツェル、天音（あまね）です。
クリック
祭里（ま↑つり）や伊織（いおり）が彼女に対して抱く「信仰」
そうなってしまうのも仕方ないと思えるほどの美しい純白と、無邪気な言動と、淫靡さ。
クリック
そして最後のシーン。
とても印象的な存在です。
私も彼女を崇（あが）めて、汚したくなりました。
クリック
この後の丹綿樫[あかし-わたがし]さんのコメントでも触れられていますが、
ストーリー上の「結果はともかく」彼女こそがフィルム・ラプンツェルのヒロインだと、信じてます。
クリック

助演女優部門候補はこの4人です
クリック
しぐれいんさんの
「毒味（どくみ）メイドと嫌味（いやみ）シェフ」
クリック
陛下（へいか）です。
クリック
城内（じょうない）で恋の気配を感じると、陛下がやってきてこう言います。
「……詳しく申（もう）してみよ！」
クリック
そして権力に物を言わせて全力でくっつけようとしてきます。
クリック
見てくださいこの必死さ。
もう陛下が出てくるだけで笑顔になれました。大好きです！
クリック
脚本部門候補はこの8作品です
クリック
東堂 前夜（とうどう ぜんや）さんの愛病世界（あいびょうせかい）シリーズです。
クリック
大切な人、仲間と過ごす、
クリック
あまりにも愛（いと）おしい日々。
クリック
幸せを知っているからこそ、
登場人物が魅力的に描かれているからこそ、
クリック
それぞれの話の終盤に待ち受ける出来事や、
アイ病の真相が、とても残酷で、衝撃的でした。

クリック
心部門候補はこの8作品です
クリック
せがわさんのTOWER of HANOI（タワー　オブ　ハノイ）です
クリック
人間に虐げられ、ストレスを抱えるアンドロイド、HANOI（ハノイ）達。
クリック
バーチャル世界で、彼らは主人公、コーラル・ブラウンと行動し、
心を救われていきます。
クリック
親密な彼らがとても微笑ましかったです。
クリック
ただし救えない者もいます。
それどころか、ルートによっては救われかけたからこそ、絶望も大きくなります。
そんな、温かくて残酷な作品でした。
クリック

クリック
熱部門候補はこの6作品です
クリック
少年舎（しょうねんしゃ）さんの「ナツイロセールトリム」です。
　少女たちがセーリングに懸（か）ける、夏と海と青春の物語。
　スピード感のあるムービー演出や
駆け引きたっぷりなレースシーンが滅茶苦茶熱いんです。
シナリオも、向かい風を受けて右往左往しながらも、力強く前へ進んでいくヨットと重なるもので、
彼女たちの頑張りに胸が熱くなりました。
クリック
穏やか部門候補はこの6作品です
クリック
背泳（ハイエイ） さんのうみをはむです。
クリック
海のそば、温暖な気候。
読んでいて、その場にいるような気持ちになるほどに、
テキストも、音楽も、ビジュアルも、
包み込まれるような潤（うるお）いと温かさにあふれていました。
クリック
ファメイとヨウさん、そして二人を取り巻く人々が悩み、喜び
確かに生きていると感じられる、愛（いと）おしい作品でした。
クリック

クリック
闇部門候補はこの14作品です
クリック
質量欠損（しつりょうけっそん）さんの「そして僕らは世界を壊す」です。
クリック
隆之介（りゅうのすけ）の精神状態、
クリック
梓（あずさ）と隆之介（りゅうのすけ）の共依存
何度繰り返しても上手くいかないこと、
上手くいったと思っても最後に……といった様々な闇の形が描かれていました。
クリック
その上、「仕草」や「顔色」での心理状態の描写がとても巧みで、より重苦しい気持ちにさせられました。
クリック

泣き部門候補はこの7作品です
クリック
日々雲隠れ（ひびくもがくれ）さんの「鼓草（つづみぐさ）」です。
クリック
戦争の悲劇。
平時（へいじ）であれば起こらないであろうことや、
クリック
むしろ喜ばしいことが、
最悪の出来事として次々と主人公たちの身に降りかかってきます。
クリック
想いをはぐくんでいく過程が自然に、丁寧に、愛おしく描かれているからこそ、
クリック
よりいっそう、ままならなさに悲しくなりました。
クリック
楽部門候補はこの8作品です
クリック
相討ちネガティブギャングさんの
「僕たちはいけない遊びを覚えてゆく
～風雲相討学園（ふううんあいうちがくえん）フラット２（ツー） 完全版～」です。
緊迫感たっぷりのたたみかけモード。
可視化された好感度に一喜一憂するたびに愛おしくなるヒロインと、濃厚なHシーン。
奇人変人大集合！　な相討学園（あいうちがくえん）での日々。
なにもかもを、心から、心ゆくまで楽しめました。
クリック

ロジック部門候補はこの3作品です
クリック
背泳（ハイエイ） |さんのうみをはむです。
クリック
島国「ディネイ」の民間信仰、先住民族（せんじゅうみんぞく）の信仰
大陸にあるメラ教の信仰。
それらがこうした説明だけでなく作中での文章から自然に頭に入ってきて、
クリック
信仰に基（もと）づいた登場人物の行動を自然なものとして読んでいくことができる。
そうした情報開示がとても巧みでした。

クリック
爆笑部門候補はこの9作品です
クリック
サキュレントさんの「痴者（ちしゃ）の夢」です。
クリック
正宗（まさむね）おじさんのこだわりと、
卑屈なんだか偉そうなんだかよくわからない言い回し
クリック
そしてそれにツッコんだり言いくるめられたりする「のどか」
クリック
……笑えました。
ほんっっっっと、働かずに暮らしたいですねえ……
クリック






独創部門候補はこの8作品です
クリック
Niche Position（ニッチポジション）さんの
少年（しょうねん）よ雄乳（おちち）を搾（しぼ）れ 　
boys CHIKU-be ambitious（ボーイズ　チク　ビー　アンビシャス）です。

もう一度言います。
少年（しょうねん）よ雄乳（おちち）を搾（しぼ）れ 　
boys CHIKU-be ambitious（ボーイズ　チク　ビー　アンビシャス）です。
もうタイトル名がずる過ぎますよね。
中身はとても真剣に部活に打ち込む愛と青春の物語でした。
……boys CHIKU-be ambitious（ボーイズ　チク　ビー　アンビシャス）
クリック

短編部門候補はこの１０作品です
クリック
しぐれいんさんの
「毒味（どくみ）メイドと嫌味（いやみ）シェフ」です。
クリック
助演女優部門、陛下（へいか）の素晴らしさだけでなく、
ユーリャとシスティの素直になれないやり取りが、もう微笑ましくて微笑ましくて、
クリック
そして笑えて、楽しくて。
プレイ中ずっと笑顔になりっぱなしでした。
クリック
二人ともめいっぱい幸せになってほしいです！
また、Misosio（みそしお）さんの「お前のスパチャで世界を救え」も、
Vtuber（ブイチューバー配信）が忠実？に再現されていましたし、
終盤のスパチャは熱かったです。
クリック

クリック
ムービー・動画部門候補はこの7作品です。
クリック
ADELTA（アデルタ）さんの　ウウ　ウルトラＣです。
レトロかつスタイリッシュなグラフィックが膨大な枚数使用されたこのムービーは圧巻。
また、ムービーは他にもあり、毛色（けいろ）は異なるものの、
同じように目を奪われるもので、
私は定期的にゲームを起動して見返してます。
ムービーだけでなく作中のグラフィックも質量ともに負けず劣らずで必見です。
クリック
歌曲部門候補はこの9作品です
クリック
劇団（げきだん）くじら座（ざ）さんのティアマトの星影（ほしかげ）です。
クリック
「これからの物語」への期待感をあおるOPの歌「星影（ほしかげ）の彼方（かなた）」
クリック
そしてこの切なくも雄大で美しいエンディング「星の海（うみ）」どちらも素晴らしい歌でした。
この「星の海（うみ）」は途中にクジラと思われる鳴き声が入るんですが
それもまた話を反映したもので、よりよい余韻（よいん）に繋がっていました。

また、rainhills（レインヒルズ）さんのハグとも! 隣の優しいギャル娘（こ）は初めての・・・
の「夢ならさめないで」も物語に合ったとても良い歌でお気に入りです。

クリック

ＢＧＭ部門候補はこの9作品です
クリック

東堂 前夜（とうどう ぜんや）さんの愛病世界（あいびょうせかい）シリーズです。
私は先ほど脚本部門でも流した第一作「ゼーメンシュ」タイトル曲と、
この第三作「サイケデリック・ウーファー」タイトル画面の曲が大好きなんですが、他にも、
クリック
各キャラクターのテーマ曲があるだけでなく、
シリーズによってアレンジが加えられている力の入れようです。
こちらは第三作での英雄欺人（えいゆうぎじん）のテーマ
クリック
こちらは第四作、愛病世界-象牙（ぞうげ）の塔（とう）-で流れます。
水と空（そら）が舞台の物語に合った曲調になっています。
クリック
こんなアレンジもあります。
ここぞという場面でふさわしい曲が流れるBGM演出も心憎（こころにく）いものがあり、
明るい曲も、激しい曲も、暗い曲も、切ない曲も、
どれもが愛病世界（あいびょうせかい）を彩（いろど）っていました。
クリック







特殊効果部門候補はこの８作品です
クリック
ClosedCircle（クローズドサークル）さんの
「秘密結社からの招待状および挑戦状」です
このプレイ動画はめっちゃネタバレなので、使わずに演出のことを説明するつもりだったのですが、
サークルさんからネタバレ一切気にせずに紹介してほしいと言われて使用しました。
なのでこの演出を見て興味を持って、招待状と鍵を入手した方はですね、
是非プレイする前に何らかの手段で「ちょっと」記憶を失っていただけたらと思います。
クリック

美術部門候補はこの10作品です
クリック
6045*（ロクマルヨンゴー）さんの
クリック
誰が為に鴉は啼く（たが　ために　からすは　なく）です。
クリック
他の作品も美しかったり、印象的だったりでとても悩んだのですが、
血生臭い戦い、孤独、裏切り、別れといった山桜花（ヤマザクラ）の半生（はんせい）を
叩きつけられるかのような凄惨なスチルに圧倒されたため、
「誰が為に鴉は啼く（たが　ために　からすは　なく）」を選びました。
年端もいかない少女が味わう絶望を、これでもかと味わえました。
クリック

さて、最後の部門になりました作品部門。作品部門は本日紹介した全ての作品が対象です。
クリック

東堂 前夜（とうどう ぜんや）さんの愛病世界（あいびょうせかい）シリーズです。
四作目「愛病世界-象牙の塔（ぞうげのとう）-」終盤から
最終章「全てが愛に至る-Euphoria（ユーフォリア）-」の展開は必見です……が、
十二分に味わうためには第一作「ゼーメンシュ」から順番に体験していってほしいです。
なんと！　タイミングのいいことに今月「ゼーメンシュ」リマスター版が
クリック
公開予定なんです。
もうこれはプレイするしかありませんね。
その勢いで二作目、三作目といっちゃいましょう！
もちろん今すぐリマスター前の「ゼーメンシュ」を始めるというのもありですね！
クリック

字が小さくて申し訳ありませんが、これが授賞作一覧となります。
サイトにも掲載いたします。

続きましてムービー動画部門受賞作ムービーをご覧いただいた後、
ノミネートサークルさんからのコメントになります。
もし配信でご覧くださっているサークルさんがおりましたら、
私宛にウェブ拍手もしくはツイッターのリプライかダイレクトメッセージ等をもらえましたら
読み上げさせていただきます。
また、会場にお越しいただいたサークルさんから先にコメントいただきますので、
その間でしたら、すでにコメントいただいているサークルさんでも差し替え可能です。


おわりに
さて、これにておすすめ同人紹介による
同人ゲーム・オブ・ザ・イヤー2020　授賞作発表を終了いたします。
授賞されたサークルさんおめでとうございます。
ノミネートさせていただいたサークル様、さらには昨年度作品を発表され、プレイ
させていただいた全てのサークル様、こんな状況の中、会場にお越しくださった皆様、
放送をご覧になってくださった皆様、ありがとうございました。
おかげさまでこのような催しを行うことができました。
　また来年も開催予定ですので、よろしくお願いいたします。
　主催はおすすめ同人紹介、みなみでした。
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